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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画 

 

 

 

　「生涯学習」とは、一般には人々が生涯に行うあらゆる学習、すなわち、学校教育、

家庭教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、レクリエーション活動、ボランティ

 ア活動、企業内教育、趣味などさまざまな機会に行う学習を意味しています。

　広陵町では、令和４年６月、町の文化芸術の推進についての理念と方向を示す「広

陵町の文化芸術推進基本計画」が策定されました。この計画に基づき、豊かで活力あ

る広陵町をつくっていくために、生涯学習や福祉、教育などあらゆる分野で文化のま

 ちづくりに取り組み、文化芸術を基調とした政策の推進を目指します。

　今年度は、社会変化に柔軟に対応しながら、自治基本条例の基本理念のもと、第５

次広陵町総合計画及び広陵町教育振興基本計画を踏まえ、一人ひとりが生涯を通じて

学ぶことができるよう、多様な学習機会を提供し、その成果を地域で生かすための取

 組を進めてまいります。

 

 

 

 令和 ７ 年 ６ 月 １７ 日　　　　　　　　　　　　　

 

 広陵町教育委員会　　　　　　　　

 教育長　　植　村　佳　央　　　　
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第１　令和７年度生涯学習事業予算 
 
　１　令和７年度一般会計予算 

 （単位：千円、％）

 
令和７年度

 
令和６年度

 対前年度 総額に 
項　目 

予算額
 

予算額
 占める 

増減額 増減率 割合

一般会計総額 16,310,000 16,310,000 0 0  100.0

教育費 1,862,245 1,355,904 506,341 37.34 11.4

社会教育費 348,586 360,160 △11,574 △3.2 2.1

 
　２　令和７年度生涯学習事業予算 

 （単位：千円、％）
 
  

令和７年度
 

令和６年度
 対前年度 総額に 

 項　目 
予算額

 
予算額

 占める 
 増減額 増減率 割合
 
 社会教育総務費 35,752 40,311 △4,559 △11.3 10.3
 
 図書館費 107,714 105,399 2,315 2.2 30.9
 
 公民館費 96,034 62,416 33,618 53.9 27.5
 
 文化財保護費 109,086 152,034 △42,948 △28.2 31.3
 
 合　計 348,586 360,160 △11,574 △3.2 100.0

 
       社会教育費に占める 
         各費目の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※人権教育関係費（総務管理費）及びスポーツ振興関係費（保健体育費）は含んでいません。 
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第２　生涯学習分野所管組織体制 
 
　　　　　　　　　　　広陵町教育委員会教育振興部組織図　　　　生涯学習分野所管課部分 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     
 
第３　令和７年度における生涯学習推進目標 

 【推進目標】
 
　「広陵町の文化芸術推進基本計画」に定められた、文化芸術施策及び生涯学
習の推進についての基本的な方向に基づき、文化及び生涯学習のまちづくりを

 推進します。
　若者及び現役世代の参加に着目し、必要課題を取り入れながら、町民の主体
的・自主的な活動が促進されるよう、環境の整備に努めます。

　 
【参 考】 
 
　○広陵町自治基本条例（抄）（令和３年５月広陵町条例第１号） 

　（文化のまちづくり） 
第１９条　町は、文化芸術スポーツ活動について、年齢、性別、国籍、民族、障がいの有無 
　その他の属性にかかわらず、町民一人一人が文化芸術スポーツ活動の根付く生活を営むこ 
　とができる地域社会を実現するための環境整備に努めなければならない。
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２　町民及び町は、文化財の重要性を認識し、その保護に努め、先人が守り育て培ってきた 
　伝統文化を継承するよう努めなければならない。 
３　文化芸術スポーツに関し必要な事項は、町長が定める。 
 
　（生涯学習のまちづくり） 
第２０条　町民は、豊かな人間性を育むとともに、町政やまちづくりに参画するための知識 
　や考え方を学ぶため、性別、国籍、民族、障がいの有無その他の属性にかかわらず、生涯 
　にわたって学習する権利を有する。 
２　町長等は、町民の参画と協働を推進し、自律的なまちづくりを支援するための学習機会 
　を提供するとともに、その活動に対して支援、その他必要な措置を講じるものとする。 
３　町民及び町は、学習した成果をまちづくりに生かせるよう努めるものとする。 

 
　○広陵町の文化芸術推進基本計画（令和４年６月策定） 
 
　　(1) 基本理念 

①　全ての人の「文化的に生きる権利」を保障し、町民主体の文化芸術を推進
 　する。

②　誰もが自由に文化芸術活動に参加・参画でき、多様な主体が連携・協働す
 　ることで、心豊かで活力あふれるまちづくりに寄与する。

③　文化芸術活動の主体は町民であり、自主性・自立性・自律性をもって主体
　的に活動に参加する。

 
　　(2) 基本原則 

①　町民は、自主的・主体的に活動し、住民間・世代間のつながりの輪を広げる｡ 
②　町は、町民の文化活動・生涯学習活動を支援し、連携・協働により機会・

 　環境・場の整備に努める。
③　今後の公共文化施設は、施設面（ハード面）では複合化及び多機能の視点
　を持たせ、機能面（ソフト面）については各種施設との連携・ネットワーク

 　を進める。
 ④　町民は、町の運営主体として財政を含め公共経営の視点を持つ。

⑤　広陵町の文化芸術推進基本計画は、数値指標を導入し推進状況を評価する｡

 
　　(3) 施策大綱（基本方向） 

 ①　生涯学習・文化芸術活動に親しみ、参加し、つながる
 ②　子ども・若者の文化芸術の充実（鑑賞機会-学校等、演じる場と機会）

③　生涯学習・文化芸術活動の拠点（場・プラットフォーム）をつくる（町民
 　に必要とされる公共文化施設へ）

 ④　文化をまちづくりに活かす（自然、歴史、町並み、景観等）
⑤　文化芸術が育つしくみをつくる（人材づくりと文化芸術マネジメント、文

 　化芸術における協働）
⑥　文化芸術による社会的課題解決への取り組み（社会包摂）の推進
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第４　広陵町生涯学習事業計画に係る事業推進内容 
 
　　本計画に基づき令和７年度に行う事業について、生涯学習課（生涯学習係）、文化 
　財保存室、スポーツ振興課（社会体育係）、中央公民館及び図書館における事業ごと 
　に予算額、第５次広陵町総合計画の施策名、事業の現状及び課題、取組の目標並びに 

 　重点取組内容について、次ページからの令和７年度広陵町生涯学習事業計画事業推進
 　シートとして整理しました。

 　　各シートの構成は、以下のとおりです。
 
 
　　１　生涯学習課（生涯学習係） 

 　　　　・人権教育
 　　　　・学校支援地域本部

 　　　　・社会教育一般
 　　　　・生涯学習振興

 　　　　・二十歳のつどい
 　　　　・文化祭

 　　　　・地区公民館
 
　　２　文化財保存室 

 　　　　・文化財一般
 　　　　・史跡等管理

 　　　　・発掘調査受託
　　　　・文化財保護審査会 
　　　　・巣山古墳史跡整備 
　　　　・文化財ガイド 
 
　　３　スポーツ振興課（社会体育係） 

 　　　　・スポーツ振興一般
 　　　　・スポーツフェスティバル

 
　　４　中央公民館 

 　　　　・公民館一般
 　　　　・主催事業

 
　　５　図書館 

 　　　　・図書館
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課（生涯学習係） 人権教育関係費 １，６３９千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  施策５－５　
総合計画の施策名 人権尊重、非核平和、男女共同参画、 

多文化共生の推進

現状及び課題

 　広陵町が一丸となって人権教育を推進するため、町内の諸団体・機関で組織され
た「人権教育推進協議会」を中心に、年３回の人権セミナーをはじめとする各種事

 業に取り組んでいます。
　より多くの方に人権問題について学んでいただくため、人権セミナーと家庭教育
学級の共催で講演会を実施していますが、参加人数が伸び悩み、取組の難しさを実
感しているところです。広陵町の現状に目を向けながら、全ての人の人権が尊重さ
れる社会の実現を目指すために効果的な事業を模索しています。

取組の目標

　幼少期からの人権教育について取り組み、住民の人権問題への関心を高めるため
の事業を推進します。関係機関等と連携して人権意識の高揚を図ります。　

重点取組内容

　家庭、地域、学校など、あらゆる機会を捉え、住民が不当な差別や偏見に関する
問題事象について学び、考えることができるよう、県や郡、関係機関等と連携し

 て、人権教育を推進します。
　人権セミナーについては、家庭教育学級及びＰＴＡ会員研修会と共催し、多様化
する社会の中で、お互いを認め合い、支え合うことの大切さについての学びを深め

 ます。
　また、幼少期から人権について学ぶための一助として、子ども向けの人権学習用
ＤＶＤを購入し、各機関に貸し出す事業について、今年度も継続して実施します。
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課（生涯学習係） 学校支援地域本部事業 ２，４４８千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  
総合計画の施策名 施策３－３　学校教育の充実

現状及び課題

　地域教育力の低下、核家族化に伴う保護者の孤立化、学校を取り巻く課題の複雑
化等に対応するためには、学校・家庭・地域の連携・協働が必要です。 
　教職員だけでなく、地域住民や保護者等の参画を得ながら、社会全体で教育の実
現を図っていくための取組が「地域と共にある学校づくり」であり、その取組を一
層推進する仕組みとして、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を活用して
います。 
　文部科学省が推進する教員の働き方改革に伴い、多様なボランティアが求められ
ています。

取組の目標

　地域と共にある学校づくりの合議体としての「学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）」と、学校を核とした地域づくりの活動体としての「地域学校協働本部｣
との連携・協働を目指します。

重点取組内容

　学校運営協議会と地域学校協働本部の連携・協働により、学校運営に地域の声を
 積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めます。

　複数校で、特別支援・共生社会サポーターを設置されるなど、子どもの成長を支
える体制を築くことで、これからの社会をたくましく生き抜く力の育成をめざしま

 す。
　ボランティアの高齢化・固定化を緩和するため、新たなボランティア募集に取り

 組みます。
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 社会教育総務費 １，５４９千円
（生涯学習係） （一般経費）

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  施策５－１　生涯学習の推進
総合計画の施策名 施策５－２　地域コミュニティの育成 

施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

【 課題１ 】社会教育委員については、社会教育法で定められた職務のほかに、世
代間交流事業や冊子の編纂に取り組むなど、活発に活動いただいています。また、
町の文化芸術推進基本計画の進捗管理等を担うために設置された文化芸術推進審議
会についても、定期的に議論を深めていただいています。より充実した活動のため

 に、県及び全国等の研修情報を収集し、委員に提供したいと考えます。
 
【 課題２ 】社会教育団体の高齢化・固定化が常態化しています。団体への町補助
金については、町全体の補助金見直しの流れに対応する必要があります。

取組の目標

 　現状の課題を解決するための施策を研究します。
　　

重点取組内容

【 課題１ 】上記の二つの会議体には、広陵町の社会教育及び文化芸術の方向性を
判断していただくために、常に公正な明察力が期待されます。活動の一助となるよ

 う、研修機会の情報収集と確保に努めます。
 
【 課題２ 】社会教育団体に対する支援のあり方を再考し、活性化を図るため、情

 報提供及び相談体制について調査・研究を始めます。
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課（生涯学習係） 生涯学習振興費 ４２８千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  施策３－２　青少年の健全育成
総合計画の施策名 施策５－１　生涯学習の推進 

施策５－２　地域コミュニティの育成

現状及び課題

　地域コミュニティの希薄化や単身世帯の増加等を背景に、子ども・若者が規範意
識やコミュニケーション能力を身につける機会が少なくなっています。関係団体、
学校、地域、家庭との連携・協働により、地域社会の中での体験や世代間交流を通

 して、たくましく成長できる機会の創出を図る必要があります。
　また、生涯学習を進めるうえで、昨年度、要求課題への対応だけでなく必要課題
（地域課題や社会課題等）に取り組む課題解決型講座として、司会者養成講座（基
礎コース）を開設しました。講座修了生（登録者：６人）には、生涯学習課主催事

 業（まちづくりの集い・文化祭等）での司会を担当していただく予定です。
 

取組の目標

 　子ども・若者の健やかな成長と豊かな心を育むための社会環境づくりを推進しま
す。

重点取組内容

 子ども・若者が、さまざまな活動や世代間交流等を体験できる機会を創出します。
特に、世代間交流事業については、コロナ禍を経て、新たな形の事業を推進してお

 り、より充実した取組を推進していきたいと考えています。
　家庭教育学級やＰＴＡ関係の研修会等、さまざまな事業を連携して行うことによ

 り、参加者の負担軽減と密度の濃い事業展開を目指します。
　また、生涯学習セミナーとしては、学習内容の循環・還元等により、地域活動に

 つながる課題解決型講座の充実を目指します。
　青少年健全育成事業については、少年補導員による青色防犯パトロールカーによ

 る町内巡視、協議会による巡視指導等を実施し、青少年の非行防止に努めます。
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課（生涯学習係） 二十歳のつどい関係費 ８８４千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  
総合計画の政策名 施策３－２　青少年の健全育成

現状及び課題

　令和７年１月１３日（月・祝）、中学校区別の２部制で開催した「二十歳のつど
い」には、３１７人が参加（対象者４０５人）し、参加率は７８．３％（前年度比

 ＋２．０％）でした。
　昨年度に引き続き、町内事業者に記念品等の無償提供を呼びかけたところ、広陵

 町靴下組合から靴下、南都銀行箸尾支店から紙袋を提供いただきました。
　また、記念アルバム作成業者と協議し、スナップ写真データのダウンロード対応
も継続して行いました。

取組の目標

二十歳の若者を祝い励ますとともに、健全な社会を担う一人としての自覚を促しま
す。

重点取組内容

　これまでと同様に、実行委員会での自主的な運営を見守りながら、二十歳という
 節目の年に新たな想いを感じることのできる式典を開催します。

　町内事業者からの無償提供品として、靴下組合から継続的に靴下を提供いただく
ことになっていましたが、昨今の経済情勢から、見直しを希望する声も届いていま
す。町全体で若者を応援する体制を継続し、シビックプライドの醸成をめざすた

 め、啓発活動を強化したいと考えています。
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課（生涯学習係） 町文化祭関係費 ５，７３８千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　文化祭は、潤いのある生活及び文化芸術振興への寄与を目的として、町民が日頃
の芸術創作活動の成果を発表・展示する場であり、また、あらゆる世代の住民の誰
もが気軽に文化芸術に触れることができる場でもありますが、発表者・出展者・参

 加者共に高齢化・固定化が見られるのが現状です。
　一昨年度から実施している、中学生を対象にした文化祭のポスターデザイン募集
については、１３６作品の応募があり、採用者及び入選者の作品を文化展覧会にて

 展示しました。
　今年度は、園児作品展に参加できない保育園・こども園があるため、作品展及び
文化展覧会について展示場所等を再考する必要があります。それに伴って、幅広い

 年齢層に文化芸術に親しんでいただく環境づくりが課題となっています。

取組の目標

 　文化芸術団体の活動及び育成を支援します。
　文化芸術にふれる機会を充実します。　

重点取組内容

　新規の文化芸術活動団体が増えず、既存団体内での高齢化が進むことによって、
指導者の育成・確保が困難な状態です。団体内でスムーズな世代交代が行われ、効
率的に指導者を育成又は確保するコーディネーター的な人材の養成について、調査
研究に取り組みます。 
  若年層世代に文化祭（文化芸術）に関心を示してもらえる仕組みづくりに加え、
文化芸術を身近に感じ、活動の活性化を図るため、デジタルコンテンツの活用やア
ウトリーチ活動などの機会確保に取り組みます。 
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課（生涯学習係） 地区公民館費 ５１，１２１千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ０人（内兼務０人）

  
総合計画の政策名  施策５－２　地域コミュニティの育成

現状及び課題

　公民館及び集会所は、基礎的コミュニティ醸成の核となるものですが、実際には
どの程度地域コミュニティの育成に貢献しているかの実態は把握できていないのが

 現状です。
　今後、施設の維持管理及び老朽化への改修に係る補助に加えて、本来の趣旨に沿
った活用実績等の把握に努めることで、施設を拠点とした学習活動がどのように地

 域づくりにつながるかを確認し、支援を提供していくことが課題となっています。
 

取組の目標

　地域住民がコミュニティ育成の場として適切に施設を活用できるよう、補助金等
による支援を行います。　

重点取組内容

　コミュニティ育成の場として、これまで以上に公民館及び集会所の需要が高まる
 ことが予想されます。

　補助金を通じた施設の維持管理・改修支援に加えて、地区公民館及び集会所をど
 のように運営していくべきか、調査・研究を始めます。

 

12



令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 一般経費（文化財） ３，１２２千円

職員数 正職員 ３人（内兼務３人） 会計年度任用職員 　３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　文化財は、住民の“ふるさと広陵”に対する理解・関心を深めるともとに、地域
固有の歴史や伝統文化を町内外に発信する上で大きな役割を担っています。 
　住民共有のかけがえのない財産として、より多くの人々が地域固有の歴史や伝統
文化に強い関心を抱き、次の世代に確実に継承していくことができるよう、有形無
形の文化財の保存・活用に取り組む必要があります。 
　また、住民・団体・事業者・関係機関など新たな主体による担い手の発掘・育成
に努める必要があります。 
　しかしながら、少子高齢化などを背景に、文化財の保存・活用を担う者や、民俗
行事を継承する者が減少しており、今後は継続できない文化財も出てくると考えら
れます。

取組の目標

　住民が地域固有の歴史や伝統文化にふれる機会の充実や、有形無形の文化財の適
切な調査及び保存・活用を推進するための取組が盛んなまちを目指します。

重点取組内容

 ・文化財保存センターの維持・管理を行います。
・出土遺物の整理作業（洗浄、注記、接合、復元、実測、写真撮影、報告書作成、

 　保管、木製品保存処理）を行います。
 ・文化財の活用・啓発（センターの展示替え、見学者への便宜等）を行います。

 ・文化財の啓発資料を作成し、印刷物の出版や町ホームページで公開を行います。
 ・広陵古文化会などが主催する文化財関連の講演会、講座の広報を行います。

 ・広陵古文化会、大垣内立山保存会への補助事業を行います。
・大福寺蔵瑞夢記（県指定文化財）の保存修理事業への補助事業を行います。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 史跡等管理費 ４，６００千円

職員数 正職員 ３人（内兼務３人） 会計年度任用職員 　３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　シルバー人材センターに、牧野史跡公園の清掃（トイレ、駐車場）作業、巣山古
墳の草刈（外堤）・植栽内除草作業、乙女山古墳の草刈作業、石ヶ谷古墳の草刈作

 業を委託しています。
　広陵古文化会に、牧野古墳の草刈・剪定作業、巣山古墳の草刈（墳丘）作業、三

 吉石塚古墳の草刈・剪定作業を委託しています。
 　広瀬区に与楽寺十一面観音立像収蔵庫の管理業務を委託しています。

　奈良県の補助事業で、百済寺と教行寺の防災設備保守点検を行っています。 
　広陵古文化会、シルバー人材センターともに、高齢化が進んで史跡の草刈・清掃
作業に携わる役員数・会員数が減少しており、人材を確保することが課題となって
います。 
　また、業務委託対象外の事例（牧野史跡公園内や与楽寺収蔵庫東側の害虫被害を
受けた桜の処理、石ヶ谷古墳の雑木処理）が増加しています。 

取組の目標

　史跡等の管理を十分に行うことにより、町内文化財の魅力を維持・向上させま
す。　

重点取組内容

 ・文化財の維持・管理（草刈、剪定、清掃）業務を委託します。
 ・指定文化財（建造物）の防災設備保守点検の補助事業を行います。

・害虫被害を受けた桜の対処を、関係課と連携して適切に行います。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 発掘調査受託事業費 ７，５０２千円

職員数 正職員 ３人（内兼務３人） 会計年度任用職員 　３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　民間業者が町内で開発を行う時、開発地内に周知の埋蔵文化財包蔵地（周知の遺
跡）が存在し、現地での埋没保存が不可能な場合、記録保存（発掘調査）を行って

 います。
　人件費、機材費が年々増加し、民間業者の負担をどう軽減するかが課題となって
います。　

取組の目標

　各周知の遺跡について、内容の情報収集・蓄積に努めます。

重点取組内容

・工事立会等で蓄積した各周知の遺跡の情報（遺跡までの深さ、遺跡の広がり、出
　土遺物の量）を、発掘調査・試掘調査に利用することで、効率の良い発掘調査を

 　行います。
・情報収集・蓄積を引き続き行います。

15



令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 文化財保護審査会費 ８０千円

職員数 正職員 ３人（内兼務３人） 会計年度任用職員 　３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　町内にある指定文化財は、国指定文化財５件、県指定文化財８件、町指定文化財
７件、国登録有形文化財１件となっています。 
　平成19年度に教行寺の本堂、対面所・書院が奈良県有形文化財（建造物）に、令

 和３年度に大福寺の瑞夢記が奈良県有形文化財（書跡・典籍）に指定されました。
 　また、平成29年に古寺の松本家住宅が国登録有形文化財に登録されました。

　近年は、文化財保護審議会が開催されていません。　

取組の目標

　指定文化財、登録文化財の件数の増加を目指します。　

重点取組内容

・広陵古文化会や広陵町文化財ガイドの会等と連携し、新たな指定文化財、登録文
 　化財となり得る文化財の発見に取り組みます。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 巣山古墳史跡整備事業費 ６９，６６７千円

職員数 正職員 ３人（内兼務３人） 会計年度任用職員 　３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　巣山古墳は、古墳時代中期初頭の大型前方後円墳として特別史跡に指定されてい
ます。周濠が灌漑用溜池として古くから利用され、水位変動や風による波浪によ
り、墳丘裾と外堤裾が浸食を受けて大きく削られていました。これ以上の削平を防
ぐため、平成１２年度から墳丘・外堤部の護岸工事を継続して行っています。 
　令和３年度に護岸工事が終了し、令和４年度以降、外堤園路等を整備して馬見丘
陵公園と接続する予定でした。 
　事業費が減額される、文化庁の国庫補助要項が改定されるなどの影響で、全体計
画に遅れが出ています。　　　

取組の目標

　町のシンボルとして史跡整備を行い、文化財保護意識高揚の場、住民の憩いの場
としての活用を図ります。　

重点取組内容

・巣山古墳の史跡整備事業（整備工事の実施設計監理業務、検討委員会の実施、史
　跡整備工事（外堤に仮置きした浚渫土の撤去、外堤不用樹木の伐採処分）を行い
　ます。 

 ・巣山古墳の史跡等保存活用計画の策定を行います。
 ・事業費の確保に努めます。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 文化財ガイド経費 ２１９千円

職員数 正職員 ３人（内兼務３人） 会計年度任用職員 　３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　広陵町文化財ガイドの会は、文化財が地域振興、観光振興などを通じて地方創生
や地域経済の活性化に貢献することから、平成１９年に発足しました。 
　主な活動として、ガイド申込みに応じて古墳を中心とした遺跡や寺社等の見学案
内を行ったり、馬見丘陵公園のイベントに合わせた古墳ガイド、牧野古墳での期間
限定定点ガイド（５月、１１月）を行っています。 
　また、かぐや姫まつりや町文化祭において、勾玉づくりや鏡鋳造体験などのワー
クショップも開催しています。 
　ガイド申込者数は微増、微減を繰り返して全体的に横ばいとなっていましたが、
コロナ禍以降は低迷しています。

取組の目標

　住民の郷土愛の醸成にも結びつくよう、広陵町文化財ガイドの会と連携・協働の
もと、文化財等の公開や活用を推進し、会員数、見学件数、見学人数の増加を目指
します。

重点取組内容

 ・見学案内を行う際に使用する説明板や案内地図の作成を支援します。
・各種イベント等で行う、ワークショップ、ウォーキングイベントなどの文化財普

 　及啓発活動を支援します。
 ・自主研修等を支援します。

・各種イベント、活動内容を広報します。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

中央公民館 一般経費 ２１，９４６千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－２　地域コミュニティの育成

現状及び課題

　公民館は、住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興
に寄与する目的をもって、教育、学術及び文化に対する各種の事業を行うもので

 す。その環境づくりのために必要な経常経費を執行しています。
　現状として、①施設の老朽化　②建築基準法上の不備　③利用状況の変化をどの
ようにして解決するかを、全町的な視野で検討しています。第一段階として、令和

 ８年度末（令和９年３月）に公民館を閉鎖し、利用者の安全を確保します。
 

取組の目標

　住民主体の文化芸術活動の継続のため、公民館閉鎖に伴う機能移転に必要な業務
を推進します。

重点取組内容

　公民館閉鎖に伴うはしお元気村・グリーンパレスへの機能移転に先立ち、育成ク
ラブを対象に、個別の意見交換会を実施（５月下旬から開始）し、移転に関する要

 望等を集約します。
　並行して、長く開催できていなかった公民館運営審議会を招集し、公民館事業の

 充実を図ります。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

中央公民館 主催事業費 ４，６０６千円

職員数 正職員 ６人（内兼務６人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－１　生涯学習の推進

現状及び課題

　主催事業として、次の教室等を開催しました。 
　１．教室　…　１６教室　参加者１５５人 
　２．講座　…　　１講座　参加者　１３人 
　３．子ども対象事業　…　７事業　参加者２１４人 
　４．実年学級【５回】　…　参加者７９３（延べ人数） 
　５．その他　…　文化祭開催期間中に次の事業を実施しました。 

             ・公民館活動発表会（１１／３）
             　育成クラブ及び教室参加者による活動発表会

 　　　　　　　出演：２４団体　来場者３５０人
 　　　　　　・映画鑑賞会（１１／４）

               「すみっコぐらし～とびだす絵本とひみつのコ～」
 　　　　　　　２回上映　参加者１２０人

 　　　　　　・参加体験型教室（１１／４）
 　　　　　　　育成クラブ有志のワークショップ、各種団体による啓発や模擬店、

　　　　　　　スタンプラリー（４１８人が参加）を実施しました。。

取組の目標

　講座や育成クラブ参加者の固定化・高齢化に伴い、特定の人や団体が利用してい
る状況が続いています。誰もが生涯にわたり学ぶことができる施設を目指します。 

重点取組内容

　若者から現役世代に対応した学習機会（講座・教室）の提供に取り組みます。 
　機能移転のスケジュールと調整しながら、誰もが生涯学習に取り組むことができ
る拠点づくりを目指します。 
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

スポーツ振興課 一般経費 １７，０２２千円

職員数 正職員 ６人（内兼務５人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 スポーツの振興 

現状及び課題

　奈良県では、平成２５年に策定した「奈良県スポーツ推進計画」に基づき、令和
５年から９年までの５年間の「第２期奈良県スポーツ推進」策定しました。本計画
では、新たに「体を動かす」「人を育てる」「活動の場をつくる」の３つの柱を展
開し、引き続き、「活き活きと安心して健やかに暮らせる健康寿命の奈良県」を目

 指するとともに、「持続可能である活力ある地域社会」の実現を目指しています。
　住民の多様なニーズに応えられるよう、スポーツ指導者の育成や確保を図り、町
民や団体などがライフステージに応じたスポーツの推進やスポーツを支える新たな
人材の育成、支援活動に繋げることができる仕組みづくりに努める必要がありま
す。また、町内には広陵中央体育館、東体育館、西体育館、北体育館、真美ヶ丘体
育館の５つの体育館が立地し、４つの地域にバランス良く配置されており、施設の
適正な維持・管理を含め、今後は、利用者の利便性の向上に向けた改修・修繕が必

 要となります。

取組の目標

 住民が、それぞれのライフステージやライフスタイルに応じて、気軽にスポーツを
 楽しむことができるよう、さまざまなスポーツ活動の普及促進に努めます。

 子どもから高齢者まで全ての住民がスポーツ通じて、健康で豊かな生活を送ること
ができるまちをめざします。

重点取組内容

　既存スポーツ施設の効果で効率的な維持管理・運営に努めます。また、既存スポ
ーツ施設については、老朽化に応じて修繕・改修や設備機器の更新を計画的に推進
し、利用者の利便性向上に努めます。
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令和７年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

スポーツ振興課 スポーツフェスティバル １，７７３千円
関係費

職員数 正職員 ６人（内兼務５人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 スポーツの振興 

現状及び課題

　第３回スポーツフェスティバルは、新しく４競技を追加し、全１３競技を拡充し
て開催しました。参加人数は、４７３人に増え、ファミリー層の参加は多いです

 が、小学生が３割を占め、高校生・大学生の参加者がいませんでした。
　誰もが気軽に参加できる健康イベントとして位置づけ、継続的に開催できるよう

 な企画、立案が重要だと考えます。
　現在は、従前の体育祭とは形式を変えて、年齢を問わず、どなたでも参加できる
ようになったことから、地域との繋がりの希薄化を心配する声がありますが、地域
でのまちづくりの一助となるような仕組みづくりを検討します。

取組の目標

 　現在の競技を見直し、町民が参加しやすい内容を工夫します。
 　新しい競技を追加し、若者世代の増加を促します。

     　

重点取組内容

 　令和７年度は、若者世代の参加者の増加を目指します。
  また、誰もが楽しめる時代に即した競技を取り入れられるよう検討します。
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令和７年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

図書館 図書館費 ３８，３２８千円

職員数 正職員 ３人 会計年度任用職員 １７人 
(内学校6人事務補助２人）

  
総合計画の政策名  施策５－１　生涯学習の推進　

現状及び課題

　図書館本来の生涯学習施設としての機能を果たすとともに、人が集える交流の場
 にもなるよう、イベントの開催や、町の情報発信を行っています。

　開館から２７年が経過し、施設修繕の増加や利用ニーズの変化に合わせた施設運
 営を行うことの困難さ、また町内地域における利用格差が課題です。

　建物の構造上、冷暖房の効きが悪く、昨今の猛暑において、快適な環境を保つこ
 とが難しいことも喫緊の課題であります。

　包括管理委託により、施設管理について引き続き環境整備に務め、スペースを有
 効活用してニーズにあった図書館サービスを行うよう努めます。。

　また、図書館を利用されない方への読書環境の整備を行うため、まちじゅう図書
館の取組を積極的に進めています。

取組の目標

  施設の柔軟な運用と図書館から地域へつながっていくことで、住民誰もが身近で
便利に図書館サービスを利用できるよう、町じゅうどこででも読書できる環境の創
出を目指す。本を通じて人々が集い、学び合い、資料を使ってさまざまな情報や知
識を得ることで、心の豊かさやいきがい、生きる力を育みます。

重点取組内容

 図書館の使命である「いつでも　どこでも　だれでも」を実現します。
 

 図書館本館の充実
 　・新しい情報を取得できるよう、新鮮で幅広いジャンルの資料をそろえる。

 　・それぞれの利用目的に合致した施設環境を提供できるように整備し、安全で安
 　　心な施設管理に努める。

　・地域の交流の場所、町の情報発信の拠点として、イベントの実施や情報発信に
 　　努める。

 地域の身近で本のある環境を創出する。まちじゅう図書館事業の拡大
 　・地域と連携し、図書館から地域へ出向いて、身近に本のある場所を作る。

 　・学校図書館と情報や資料の共有を図り、児童の読書推進を図ると共に、地域の
 　　図書館サービスの拠点作りを行う。

 デジタルを活用した読書活動の促進　
　・好きな時、好きな場所で利用できる電子図書館のコンテンツ充実を図り、利用

 　　を促進する。
　・インターネット上の利用サービスを推進する。
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令和６年度　生涯学習係　事業実績

①　第６３回　広陵町文化祭

令和６年１１月２日（土）～４日（月・振替休日）

１０：００～１６：００（最終日は１５：００まで）

場　所 広陵中央公民館・広陵中央体育館

◆開会式（１１月２日）

◆公民館活動発表会（１１月３日）

　・出演団体　２４団体　・来場者　３５０人

◆文化展覧会（１１月２日～４日）

　・出展数　５０９作品　・来場者　２，４２８人

②　広陵町二十歳のつどい

令和７年１月１３日（月・祝）

第１部 １０：００開式　真美ケ丘中学校区

第２部 １４：００開式　広陵中学校区

場　所 広陵中央公民館　かぐや姫ホール

第１部 １４３人／１８７人（対象者） 【参加率　76.5％】

第２部 １７４人／２１８人（対象者） 【参加率　79.8％】

合　計 ３１７人／４０５人（対象者） 【参加率　78.3％】

③　生涯学習セミナー　

　 ◎　第１回テーマ　「キャリア教育」

日　程 令和６年１月２９日（水）　９：５５～１０：４５

場　所 奈良県立大和広陵高校　視聴覚室

参加者 奈良県立大和広陵高校　２年生　８０人

演　題

講　師 日本ＦＰ協会パーソナルファイナンス教育インストラクター　徳田　麻里子氏

◎　第２回テーマ　「司会者養成講座（基礎コース）」

場　所 広陵中央公民館　大会議室・かぐや姫ホール

参加者

ボイスデザインカレッジ「コエトス」代表

（株）のぎす　代表取締役　栗本　薫氏

「知っておきたいお金の知識～働いて稼ぐ、お金を使う、貯める、守る～」

第１回　令和７年２月２日（日）　１０：００～１１：３０

　　　　「司会の基礎を知る」

　　　　「応用と実践」

日　程

内　容

日　程

参加者

第２回　令和７年２月９日（日）　１０：００～１１：３０
日　程

講　師

全回受講者１０名のうち６名が司会者登録をされ、今後、町事業等

等で司会を担当することを希望されました。
その他

　　　　「言葉と原稿の力を磨く」

第３回　令和７年２月１６日（日）　１０：００～１２：００

町内在住・在勤・在学者　　１４人
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№ 遺跡名 所在地 調査原因 調査期間
調査面積
（㎡）

1
井床・観音
堂遺跡

南・弁
財天

工場用地
造成、工
場建設

令和６年１
月10日～令
和７年２月

７日

9,052

№ 遺跡名等 事業地 調査原因 調査期間 対応 遺構
調査後
措置

1 遺物散布地 三吉 宅地造成 ４月２日 試掘調査 なし 工事着工

2
井床・観音
堂遺跡

南 個人住宅 ４月15日 工事立会 なし 工事継続

3 南郷環濠 南郷 宅地造成 ６月11日 試掘調査 耕作溝 工事着工

4 条里界 三吉
その他建

物
６月17日 工事立会 なし 工事継続

5 遺物散布地 三吉 個人住宅 ７月26日 工事立会 なし 工事継続
6 遺物散布地 三吉 個人住宅 ７月26日 工事立会 なし 工事継続
7 遺物散布地 三吉 個人住宅 ８月６日 工事立会 なし 工事継続
8 遺物散布地 三吉 個人住宅 ８月30日 工事立会 なし 工事継続
9 条里界 南郷 個人住宅 ９月２日 工事立会 なし 工事継続

10
三吉友田遺
跡

三吉 宅地造成 ９月11日 工事立会 なし 工事継続

11 箸尾環濠 南
その他建
物

９月24日 工事立会 なし 工事継続

12
井床・観音
堂遺跡

南、弁
財天

ガス
10月15日、

17日
工事立会 なし 工事継続

13
三吉友田遺
跡

三吉 個人住宅 10月17日 工事立会 なし 工事継続

14 条里界 中 工場建設
11月12日～
２月12日

工事立会 なし 工事継続

15 松ノ下遺跡 三吉
宅地造
成、住宅

11月13日 試掘調査 小土坑 工事着工

16
南郷環濠、
遺物散布地

南郷 道路 12月13日 試掘調査 なし 工事着工

17
南郷環濠、
遺物散布地

南郷 道路
12月16日～
１月７日

工事立会 なし 工事継続

18
三吉友田遺
跡

中 個人住宅 １月10日 工事立会 なし 工事継続

19
百済寺、遺
物散布地

百済 個人住宅 １月21日 工事立会 なし 工事継続

20
三吉友田遺
跡

三吉 個人住宅 １月27日 工事立会 なし 工事継続

21 遺物散布地 笠 個人住宅 ２月５日 工事立会 なし 工事継続

22
エガミ田第
１～３号墳

みささ
ぎ台

公園
２月26日～

28日
工事立会 なし 工事継続

23 新木山古墳 三吉
その他開

発
３月13日 工事立会 墳丘盛土？ 工事継続

24 南郷環濠 南郷 個人住宅 ３月17日 工事立会 なし 工事継続

25
三吉友田遺
跡

中 個人住宅 ３月31日 工事立会 なし 工事継続なし

土器片

なし

なし

なし

埴輪

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
なし
なし

なし

なし

なし

なし

なし

土器片

なし

なし
なし

土師器、須恵器、
黒色土器、瓦器、
瓦質土器、陶磁
器、瓦、土製品、
石製品、銅製品、
木製品、サヌカイ
ト、井戸枠、動物
の骨など

１　発掘調査

文化財保存事業

２　試掘調査、工事立会

遺物

遺物遺構

掘立柱建物、竪穴
建物、溝、井戸、
土坑、柱穴、流
路、落ち込みなど
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№

1

2

№

1

2

種別 場所 撤去

草刈、枝払い 墳丘 8 古文化会に委託
植栽、除草 植栽内 あり 1

草刈 外堤など あり 3
草刈、剪定 園内 あり 8 古文化会に委託
トイレ清掃 トイレ あり 100
ゴミ収集 園内 あり 24

3 伐採、枝払い 地内 1
シルバー人材セン
ターに委託

4 草刈、剪定 園内 あり 8 古文化会に委託

5 草刈 地内 あり 2
シルバー人材セン
ターに委託

維持管理 地内 随時
除草、清掃 地内 あり 4
見学者への
利便供与

地内 随時

№ 購入者住所 販売日 冊数 備考
1 奈良県広陵町 12月27日 3

合　　　計 3

№ 件数 巣山古墳 牧野古墳 御墳印帖
1 ４月分 1 1 0 0
2 ５月分 8 14 5 10
3 ６月分 1 1 1 0
4 ７月分 2 1 1 0
5 ８月分 0 0 0 0
6 ９月分 1 2 0 0
7 １０月分 1 1 1 0
8 １１月分 4 5 4 0
9 １２月分 3 3 3 1
10 １月分 1 1 1 0
11 ２月分 4 3 2 1
12 ３月分 5 4 1 1

合　　　計 31 36 19 13

1
4
4
25

井床・観音堂遺跡出土金環の保存処理業
務委託

出土した金環の洗浄、接
合、保存処理

（株）𠮷田生物研究所

文化財の名称

巣山古墳

牧野古墳

乙女山古墳

三吉石塚古墳

石ヶ谷古墳

与楽寺収蔵庫

三吉石塚古墳
0

７　御墳印の販売（図書館での販売分を含む）

６　『広陵町史』等販売

販売書籍名
『広陵町史』本文編、史料編（上下）

4
1
1
0
2
1
4
3

３　巣山古墳史跡整備

４　遺物整理

委託名、工事名 事業概要

史跡整備の実施設計監理
業務

巣山古墳史跡整備事業設計業務委託

令和６年度特別史跡巣山古墳整備工事

請負業者名

史跡整備工事

事業概要

広瀬区に委託

（株）空間文化開発機
構

（株）アトニス

№

出土遺物の洗浄、接合、
実測作業

５　文化財管理

備考回数

2

6

シルバー人材セン
ターに委託

1

シルバー人材セン
ターに委託

請負業者名

直営

作業内容

業務名

出土遺物整理作業

6



№ 申込者 所在地 遺跡名

1
奈良県立橿原考古学研
究所附属博物館

奈良県橿原
市

巣山古墳

2
奈良県立橿原考古学研
究所附属博物館

奈良県橿原
市

巣山古墳

3 松阪市文化財センター
三重県松阪
市

巣山古墳

4
和歌山県立紀伊風土記
の丘

和歌山県和
歌山市

巣山古墳

5 斑鳩町教育委員会
奈良県斑鳩
町

牧野古墳

6 個人
京都府京都
市

牧野古墳

№ 申込者住所
見学
人数

備考

1 奈良県生駒市 ４月７日 日 7

2 愛媛県東温市 ４月12日 金 1

3 東京都世田谷区 ５月２日 木 1

4 東京都杉並区 ５月25日 土 1

5 京都府亀岡市 ５月31日 金 2

6 奈良県広陵町 ６月６日 木 9

7 静岡県藤枝市 ９月17日 火 2

8 兵庫県西宮市 ９月29日 日 1

9 大阪府八尾市 10月30日 水 2

10 奈良県斑鳩町 11月17日 日 23

11 奈良県河合町 11月22日 金 5

12 東京都江東区 ２月８日 土 21

13 奈良県奈良市 ２月11日 火 1

合　　　計 76

№ 申込者 申込場所 申込者住所
見学
人数

備考

1 個人 与楽寺 埼玉県川越市 ４月20日 土 1 保存会会長に依頼

2 クラブツーリズム 与楽寺 東京都江東区 ５月26日 日 20 保存会会長に依頼

3 個人
百済寺
与楽寺

大阪府羽曳野市 ８月15日 木 2
百済南区長、保存
会会長に依頼

4 個人 百済寺 新潟県新潟市 10月７日 月 2 百済南区長に依頼

5 個人 百済寺 奈良県広陵町 10月15日 火 3 百済南区長に依頼

6 個人 与楽寺
神奈川県茅ヶ崎
市

12月17日 火 1 保存会会長に依頼

7 個人 与楽寺 神奈川県横浜市 １月13日 月 1 保存会会長に依頼

8 個人 与楽寺 東京都文京区 ２月４日 火 1 保存会会長に依頼

9 個人 与楽寺 兵庫県神戸市 ３月１日 土 1 保存会会長に依頼

合　　　計 32

使用目的

特別展『家形埴輪の世
界』に掲載するため
速報展『大和を掘る39』
に展示するため
特別展「王権と首長墓の
埴輪」に展示するため

資料調査

イベントの展示パネル、
図録、解説資料に掲載す
るため

資料調査

９　史跡牧野古墳石室内見学人数

申込者 見学日

８　所蔵資料の貸出し、資料調査

貸出資料名
など

家形埴輪（写
真）
円筒埴輪、形
象埴輪

形象埴輪

喪船（実物・
レプリカ）

個人

個人

大阪府高齢者大学

個人

個人

写真（転載）

家形石棺

見学日

個人

クラブツーリズム

10　町内寺院見学人数

個人

畿央大学

個人

個人

斑鳩町教育委員会

個人
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№ 申込者 申込者住所 ガイド場所
案内
人数

ガイド
数

1 ４月５日 金 古墳巡りの会 奈良県奈良市 牧野古墳 14 1

2 4月10日 水
大垣内サロン「タイ
ム」

広陵町三吉
牧野古墳・佐味田宝
塚古墳

17 1

3 4月11日 木 個人 静岡県菊川市
馬見丘陵公園・巣山
古墳・讃岐神社・牧
野古墳

1 1

4 ４月22日 月 真美ケ丘第二小学校 広陵町馬見北
牧野古墳・ナガレ山
古墳・古代住居・三
吉石塚古墳

64 4

5 ５月22日 水
京都新聞古代史講座有
志

大阪府高槻市

牧野古墳・新木山古
墳・竹取公園・巣山
古墳・乙女山古墳・
ナガレ山古墳・公園
館

8 1

6 ６月６日 木 広陵東小学校 広陵町百済

三吉石塚古墳・巣山
古墳・ナガレ山古
墳・牧野古墳・文化
財保存センター

61 5

7 ６月８日 土 個人 広陵町萱野 牧野古墳・巣山古墳 4 1

8 ６月29日 土
柳川コミュニティ協議
会

大阪府高槻市

公園館・ナガレ山古
墳・三吉２号墳・乙
女山古墳・巣山古墳
ほか

50 5

9 ８月４日 日 個人 兵庫県神戸市
牧野古墳、馬見古墳
群中央群、南群、モ
エサシ古墳群

1 3

10 11月８日 金 北葛城郡校長会 広陵町弁財天
牧野古墳・巣山古
墳・百済寺三重塔

9 2

11 12月14日 土 広陵町立図書館 広陵町三吉 讃岐神社 10 2
合　　　計 239 26

№ イベント名
参加
者数

ガイド
数

1 10月19日 土 12 6

2 10月20日 日 18 11

3 11月４日 月 広陵町文化祭 22 10

4 ３月９日 日 世代間交流事業 44 3

5 ３月29日 土
観光ボランティアガイ
ドと歩く・なら「馬見
古墳群とかぐや姫」

38 16

合　　計 134 46

鏡・古銭鋳造体験

広陵町魅力再発見ウォーク

五位堂駅－かつらぎの道－牧野古墳
－三吉石塚古墳・新木山古墳－讃岐
神社－巣山古墳－ナガレ山古墳－馬
見丘陵公園・公園館

11　広陵町文化財ガイドの会　案内件数・人数

見学日

見学日 事　業　内　容

広陵町かぐや姫まつり 勾玉づくり体験

12　広陵町文化財ガイドの会　文化財啓発事業
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町内 町外
午前 晴 14 9 2 25 44 3 47
午後 晴 4 8 3 15 26 3 29
午前 晴 7 21 2 30 52 4 56
午後 晴 8 14 8 30 46 1 47
午前 晴 7 26 4 37 57 57
午後 晴 16 15 4 35 47 4 51

13.5 56 93 23 172 272 15 287 287

町内 町外
午前 晴 2 3 1 6 10 10
午後 晴 2 2 2 6 20 20
午前 晴 4 4 10 1 11
午後 晴 4 4 4 12 10 1 11
午前 曇 3 6 2 11 16 1 17
午後 雨 0 0
午前 晴 6 14 2 22 14 12 26
午後 曇 5 12 17 31 2 33

12.5 26 41 11 78 111 17 128 128

町内 町外
午前 曇 9 1 10 9 1 10
午後 曇 10 10 10 10
午前 晴 5 8 13 13 13
午後 晴 2 2 2 2
午前 晴 1 3 4 8 7 1 8
午後 晴 4 2 6 6 6
午前 晴 1 2 7 10 9 1 10
午後 晴 7 4 11 6 5 11

14.0 2 40 28 70 62 8 70 70

町内 町外
午前 曇 5 5 10 9 1 10
午後 曇 1 3 2 6 6 6
午前 晴 2 2 2 2
午後 晴 4 4 4 4
午前 晴 2 5 7 7 7
午後 晴 4 4 4 4
午前 晴 6 6 12 11 1 12
午後 晴 1 7 8 7 1 8
午前 晴 6 8 14 14 14
午後 晴 3 7 10 9 1 10

14.0 1 30 46 77 73 4 77 77

202.0
10月13日
（日）

（１）春季定点ガイド（牧野古墳）

（２）秋季定点ガイド（牧野古墳）

（１）馬見丘陵公園チューリップフェア

（２）やまと花ごよみ2024秋は馬見でお花とマルシェ

子ども 小計 １日合計

10月14日
（月・祝）

3.0 24

合計

10月６日
（日）

3.0 6

10月12日
（土）

3.0 11

10月５日
（土）

3.0 16

実施日 天候
担当
ガイド
人数

参加者数（地域別） 参加者数
奈良県内

県外 合計 大人

４月14日
（日）

3.5 21

合計

14　広陵町文化財ガイドの会　古墳ガイドツアー

４月７日
（日）

4.0 15

４月13日
（土）

3.0 14

子ども 小計
実施日

11月10日
（日）

13　広陵町文化財ガイドの会　定点ガイド

76

103

108

子ども

合計 大人
実施日

子ども

来訪者数

１日合計小計

奈良県内
大人 １日合計小計

４月６日
（土）

3.5 20

５月５日
（日・祝）

合計

県外

11月17日
（日）

2.0

3.0

30

来訪者数
実施日 天候

担当
ガイド
人数

来訪グループ数

県外 合計

５月３日
（金・祝）

11月16日
（土）

奈良県内

５月４日
（土・祝）

5.0

4.5

4.0

天候
担当
ガイド
人数

来訪グループ数

22

17

１日合計大人

合計

11月９日
（土）

4.0

3.5

59

天候
担当
ガイド
人数

参加者数（地域別） 参加者数
奈良県内

県外 合計
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央

体
育

館

（
格

技
場

）

西
体

育
館

（
ア

リ
ー

ナ
）

西
体

育
館

（
和

室
）

東
体

育
館

（
ア

リ
ー

ナ
）

東
体

育
館

（
和

室
）

北
体

育
館

（
ア

リ
ー

ナ
）

北
体

育
館

（
和

室
）

真
美

ヶ
丘

体
育

館

（
ア

リ
ー

ナ
）

真
美

ヶ
丘

体
育

館

（
和

室
）

真
美

ヶ
丘

体
育

館

（
会

議
室

）

0
.0

%

2
8

.6
%

6
5

.9
%

0
.0

%

3
7

.8
%

4
2

.8
%

3
0

.8
%

0
.0

%

6
1

.7
%

7
6

.7
%

4
8

.9
%

0
.0

%

0
.3

%

4
0

.3
%

7
4

.6
%

5
4

.1
%

0
.0

%

0
.0

%

4
3

.5
%

7
2

.8
%

5
4

.6
%

0
.0

%

0
.0

%

5
3

.0
%

7
6

.4
%

5
1

.6
%

9
.7

%
1

4
.3

%

1
5

.4
%

3
.3

%
1

.2
%

7
.2

%

1
.6

%

5
0

.8
%

6
4

.4
%

4
2

.6
%

0
.0

%

0
.0

%

4
0

.2
%

6
5

.2
%

5
5

.7
%

0
.0

%

1
.3

%

4
8

.2
%

9
月

1
0

月
1

1
月

1
月

2
月

3
月

8
5

.0
%

5
0

.8
%

1
.0

%
0

.0
%

7
9

.2
%

6
0

.7
%

0
.0

%

1
2

月

4
5

.6
%

3
7

.8
%

0
.0

%

6
7

.4
%

1
5

.8
%

1
9

.2
%

1
6

.6
%

6
0

.3
%

6
6

.2
%

5
6

.1
%

5
6

.5
%

6
9

.7
%

5
3

.6
%

6
2

.3
%

1
3

.9
%

1
9

.2
%

1
3

.9
%

9
.7

%

7
0

.5
%

1
0

.0
%

1
7

.4
%

1
3

.6
%

1
8

.1
%

1
9

.4
%

6
1

.0
%

6
4

.3
%

6
9

.5
%

7
2

.0
%

6
2

.0
%

平
均

6
3

.6
%

4
5

.7
%

0
.1

%

0
.6

%

5
.5

%

5
9

.2
%

5
4

.3
%

6
0

.0
%

6
3

.3
%

5
9

.1
%

6
2

.8
%

5
5

.1
%

6
3

.6
%

5
0

.1
%

6
1

.2
%

1
1

.0
%

1
1

.5
%

1
3

.6
%

6
0

.3
%

6
5

.4
%

5
0

.1
%

6
4

.5
%

7
0

.0
%

1
4

.4
%

7
.9

%
1

1
.5

%
8

.2
%

1
1

.7
%

1
3

.1
%

4
.6

%
4

.7
%

6
.4

%
3

.7
%

8
.0

%
7

.4
%

5
3

.8
%

7
2

.1
%

6
4

.5
%

6
5

.3
%

7
2

.5
%

4
.4

%
4

.0
%

9
2

.3
%

7
0

.3
%

6
8

.2
%

7
0

.5
%

6
6

.3
%

7
2

.5
%

3
8

.5
%

4
.7

%

1
0

.3
%

4
0

.8
%

6
0

.7
%

1
4

.2
%

5
6

.8
%

2
2

.1
%

6
1

.1
%

1
1

.9
%

9
.5

%
1

0
.4

%
9

.5
%

1
2

.2
%

6
5

.8
%

6
4

.3
%

5
6

.2
%

9
.8

%
8

.7
%

9
.2

%

6
.2

%

1
3

.2
%

1
1

.4
%

1
2

.3
%

1
4

.9
%

1
1

.2
%

1
0

.8
%

1
1

.9
%

1
0

.2
%

9
.0

%
1

1
.2

%
7

.7
%

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

5
2

.3
%

0
.0

%

0
.0

%

4
2

.6
%

0
.0

%

3
.8

%

4
5

.6
%

6
8

.4
%

5
1

.1
%

0
.0

%

0
.0

%

4
2

.8
%

1
4

.9
%

1
0

.2
%

1
6

.2
%

1
6

.4
%

2
5

.1
%

6
2

.6
%

5
7

.1
%

5
9

.7
%

6
1

.5
%

6
0

.5
%
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令
和

 ６
 年

度
運

動
場

及
び

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

利
用

率
※

利
用

率
は

、
実

際
に

施
設

が
使

用
さ

れ
て

い
る

時
間

を
貸

出
可

能
時

間
で

割
っ

て
算

出
し

て
い

る
。

（
令

和
7
年

3
月

末
現

在
）

健
民

運
動

場

健
民

ナ
イ

タ
ー

見
立

山

運
動

場

時
計

台

公
園

子
ど

も

ス
ポ

ー
ツ

広
場

西
谷

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

健
民

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

東

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

真
美

ヶ
丘

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

※
6

月
～

8
月

の
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
利

用
時

間
　

午
前

8
時

～
午

後
7

時
（

西
谷

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
み

午
前

9
時

～
午

後
6

時
）

1
0

月
1

1
月

1
月

2
月

3
月

平
均

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
2

月

3
9

.5
%

3
6

.3
%

4
1

.2
%

2
5

.0
%

2
8

.6
%

3
3

.9
%

3
6

.7
%

4
0

.3
%

3
5

.2
%

3
2

.3
%

1
9

.7
%

4
4

.2
%

2
9

.2
%

5
.8

%
5

.4
%

5
.3

%
1

.6
%

3
.0

%
4

.2
%

7
.9

%
5

.6
%

3
.8

%
1

.9
%

1
.6

%
6

.3
%

5
.1

%

4
5

.2
%

4
7

.5
%

3
6

.1
%

4
1

.1
%

4
1

.9
%

3
8

.3
%

4
0

.8
%

3
9

.5
%

3
4

.2
%

2
4

.0
%

3
2

.8
%

4
4

.2
%

4
2

.3
%

4
0

.5
%

4
5

.8
%

3
9

.0
%

4
3

.8
%

4
7

.2
%

3
7

.2
%

4
2

.6
%

4
2

.6
%

3
4

.4
%

2
6

.1
%

1
9

.1
%

3
6

.3
%

4
5

.4
%

3
1

.5
%

2
9

.4
%

5
9

.7
%

6
0

.7
%

3
3

.9
%

3
2

.8
%

3
6

.7
%

3
1

.0
%

3
0

.4
%

2
1

.8
%

2
4

.4
%

2
8

.8
%

3
7

.5
%

1
6

.1
%

1
3

.3
%

2
0

.7
%

1
2

.4
%

9
.7

%
1

1
.7

%
1

6
.7

%
1

.3
%

1
3

.3
%

1
.3

%
2

.6
%

1
5

.3
%

2
2

.9
%

3
2

.7
%

1
2

.1
%

2
5

.9
%

4
2

.4
%

4
5

.2
%

3
1

.3
%

3
2

.5
%

3
1

.5
%

3
6

.3
%

3
1

.0
%

3
1

.5
%

3
7

.1
%

1
1

.3
%

8
.1

%
8

.8
%

1
0

.2
%

6
.7

%
7

.3
%

6
.9

%
5

.0
%

4
.8

%
5

.0
%

4
.8

%
7

.7
%

6
.3

%
8

.9
%

2
2

.6
%

1
5

.4
%

1
7

.6
%

2
1

.9
%

2
5

.4
%

2
2

.1
%

2
4

.6
%

2
3

.4
%

2
5

.0
%

2
4

.6
%

2
1

.4
%

2
8

.3
%

1
1

.3
%
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2
0
2
4
（
令

和
6
）
 年

 度
 体

 育
 館

 及
 び

 格
 技

 場
 利

 用
 人

 数
 明

 細
 表

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

件
数

人
数

午
前

1
8

3
8
6

1
3

2
9
2

2
6

3
6
0

2
5

7
0
2

1
7

2
0
5

1
1

2
7
9

9
1
9
8

1
4

2
5
3

1
7

2
1
1

1
9

2
4
5

2
4

2
4
2

2
6

8
5
6

2
1
9

4
,2

2
9

中
央

午
後

2
2

3
2
0

1
3

4
0
4

1
9

3
2
0

2
8

3
9
4

2
2

3
1
9

3
1

4
6
1

1
3

2
4
8

1
2

1
8
8

1
9

2
7
5

3
0

5
3
4

2
3

3
1
6

2
7

3
9
3

2
5
9

4
,1

7
2

体
育

館
夜

間
6
0

8
6
0

3
8

8
9
0

4
8

7
7
2

5
5

8
1
8

5
5

8
7
4

5
4

8
2
0

4
4

7
1
4

3
2

5
0
4

3
0

5
1
4

4
4

6
8
9

4
7

8
3
0

5
9

9
2
5

5
6
6

9
,2

1
0

平
日

計
7
8

1
,1

1
0

3
9

1
,5

0
6

7
2

1
,0

8
3

8
8

1
,5

8
7

7
8

1
,2

0
7

7
0

1
,0

9
6

5
6

9
2
5

4
9

7
6
5

5
1

7
7
9

7
2

1
,1

6
5

6
3

9
7
0

8
4

1
,6

5
3

8
0
0

1
3
,8

4
6

土
日

祝
計

2
2

4
5
6

2
5

8
0

2
1

3
6
9

2
0

3
2
7

1
6

1
9
1

2
6

4
6
4

1
0

2
3
5

9
1
8
0

1
5

2
2
1

2
1

3
0
3

3
1

4
1
8

2
8

5
2
1

2
4
4

3
,7

6
5

計
1
0
0

1
,5

6
6

6
4

1
,5

8
6

9
3

1
,4

5
2

1
0
8

1
,9

1
4

9
4

1
,3

9
8

9
6

1
,5

6
0

6
6

1
,1

6
0

5
8

9
4
5

6
6

1
,0

0
0

9
3

1
,4

6
8

9
4

1
,3

8
8

1
1
2

2
,1

7
4

1
,0

4
4

1
7
,6

1
1

卓
球

室
8
7

6
7
9

1
0
0

7
9
8

1
0
0

7
6
3

9
4

7
3
1

1
0
2

8
0
0

9
1

6
9
7

7
4

5
8
0

5
5

4
4
4

6
2

5
0
5

8
0

6
3
2

9
6

7
1
4

9
5

6
7
1

1
,0

3
6

8
,0

1
4

平
日

計
7
8

5
9
8

9
4

7
4
0

7
9

6
0
9

7
2

5
7
9

7
6

5
9
7

6
3

5
1
3

6
0

5
2
7

4
7

4
0
2

5
4

4
4
3

6
9

5
6
1

6
7

5
4
0

8
5

5
9
2

8
4
4

6
,7

0
1

土
日

祝
計

9
8
1

6
5
8

2
1

1
5
4

2
2

1
5
2

2
6

2
0
3

2
8

1
8
4

1
4

5
3

8
4
2

8
6
2

1
1

7
1

2
9

1
7
4

1
0

7
9

1
9
2

1
,3

1
3

格
技

場
5
9

6
2
6

6
7

7
4
2

7
1

8
9
0

6
9

7
6
9

6
7

7
4
9

6
3

7
3
5

6
7

7
0
3

4
4

5
1
9

5
5

6
2
2

6
6

7
5
2

6
9

8
3
9

7
7

9
7
4

7
7
4

8
,9

2
0

平
日

計
4
8

5
0
7

6
3

7
0
7

5
0

5
7
9

4
0

4
9
2

4
6

5
6
3

4
2

5
2
2

4
6

5
1
7

3
5

4
2
4

3
8

4
6
7

4
7

5
5
7

4
5

5
7
9

5
0

5
7
2

5
5
0

6
,4

8
6

土
日

祝
計

1
1

1
1
9

4
3
5

2
1

3
1
1

2
9

2
7
7

2
1

1
8
6

2
1

2
1
3

2
1

1
8
6

9
9
5

1
7

1
5
5

1
9

1
9
5

2
4

2
6
0

2
7

4
0
2

2
2
4

2
,4

3
4

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

1
0
5

1
0
5

1
1
5

1
1
5

1
1
3

1
1
3

1
2
8

1
2
8

9
7

9
7

9
0

9
0

6
8

6
8

5
3

5
3

5
4

5
4

7
6

7
6

1
0
3

1
0
3

7
9

7
9

1
,0

8
1

1
,0

8
1

午
前

2
5

2
8
3

2
4

2
2
9

2
6

2
9
8

2
8

2
9
6

2
5

2
3
6

2
6

2
4
3

2
5

2
7
2

2
1

1
9
9

1
6

1
4
5

2
1

1
9
5

2
1

2
1
9

2
0

1
9
3

2
7
8

2
,8

0
8

西
午

後
3
3

5
0
6

3
2

4
3
6

3
5

6
3
1

4
5

6
0
3

2
9

2
7
6

4
0

5
3
4

3
5

4
3
0

3
6

5
7
4

2
8

4
4
3

2
8

3
1
9

3
3

3
8
2

4
5

6
8
6

4
1
9

5
,8

2
0

体
育

館
夜

間
3
9

4
1
8

5
1

5
3
3

5
2

5
4
0

5
0

5
4
5

4
4

4
8
0

4
5

5
2
0

4
3

4
7
0

5
1

5
7
6

3
2

3
4
9

3
5

4
0
0

4
4

5
1
2

5
1

5
6
7

5
3
7

5
,9

1
0

平
日

計
7
6

7
9
8

1
0
2

1
,1

4
4

8
2

8
8
0

9
2

9
1
6

7
4

7
5
8

7
4

7
6
4

7
6

8
0
1

7
9

8
8
2

5
1

5
4
4

6
3

7
0
2

7
0

7
8
7

8
2

8
6
1

9
2
1

9
,8

3
7

土
日

祝
計

2
1

4
0
9

5
5
4

3
1

5
8
9

3
1

5
2
8

2
4

2
3
4

3
7

5
3
3

2
7

3
7
1

2
9

4
6
7

2
5

3
9
3

2
1

2
1
2

2
8

3
2
6

3
4

5
8
5

3
1
3

4
,7

0
1

計
9
7

1
,2

0
7

1
0
7

1
,1

9
8

1
1
3

1
,4

6
9

1
2
3

1
,4

4
4

9
8

9
9
2

1
1
1

1
,2

9
7

1
0
3

1
,1

7
2

1
0
8

1
,3

4
9

7
6

9
3
7

8
4

9
1
4

9
8

1
,1

1
3

1
1
6

1
,4

4
6

1
,2

3
4

1
4
,5

3
8

午
前

2
2

2
3
8

2
8

3
2
8

2
4

2
1
5

3
2

3
5
7

2
9

2
6
2

1
9

1
9
1

1
9

1
9
9

2
9

3
2
4

1
5

1
7
5

2
1

2
2
8

2
6

4
0
2

2
9

4
2
0

2
9
3

3
,3

3
9

東
午

後
2
7

3
2
0

1
9

2
0
6

2
7

3
0
9

2
3

2
6
7

2
4

2
8
5

2
6

2
9
4

3
4

3
4
8

3
4

4
0
6

2
1

2
4
3

3
0

3
1
5

1
8

2
1
4

3
0

3
7
1

3
1
3

3
,5

7
8

体
育

館
夜

間
4
9

5
4
7

4
5

5
0
3

4
6

4
4
3

4
8

4
8
9

4
6

4
3
5

4
7

4
6
7

5
1

4
8
9

4
9

4
5
9

3
5

3
0
6

4
2

4
7
0

4
3

4
4
9

5
5

5
7
2

5
5
6

5
,6

2
9

平
日

計
6
8

7
6
3

8
7

9
7
9

6
3

6
1
7

7
4

7
8
6

7
2

6
7
7

5
5

5
9
5

7
3

7
2
7

7
9

8
3
1

5
0

4
5
4

6
7

7
3
8

6
1

7
7
3

7
9

9
5
4

8
2
8

8
,8

9
4

土
日

祝
計

3
0

3
4
2

5
5
8

3
4

3
5
0

2
9

3
2
7

2
7

3
0
5

3
7

3
5
7

3
1

3
0
9

3
3

3
5
8

2
1

2
7
0

2
6

2
7
5

2
6

2
9
2

3
5

4
0
9

3
3
4

3
,6

5
2

計
9
8

1
,1

0
5

9
2

1
,0

3
7

9
7

9
6
7

1
0
3

1
,1

1
3

9
9

9
8
2

9
2

9
5
2

1
0
4

1
,0

3
6

1
1
2

1
,1

8
9

7
1

7
2
4

9
3

1
,0

1
3

8
7

1
,0

6
5

1
1
4

1
,3

6
3

1
,1

6
2

1
2
,5

4
6

午
前

2
6

3
9
6

2
4

3
6
9

2
7

3
9
4

2
9

3
8
3

2
8

3
6
5

2
7

3
6
6

2
8

3
5
3

2
8

4
1
2

2
0

2
9
1

2
1

3
1
0

2
9

3
4
4

2
6

3
4
2

3
1
3

4
,3

2
5

北
午

後
2
2

2
1
3

2
7

2
4
1

2
7

2
8
6

3
1

2
4
0

3
0

2
4
0

2
8

2
5
5

2
9

2
7
7

3
3

3
0
6

2
4

1
8
8

2
5

3
5
4

3
4

4
5
8

2
7

2
4
8

3
3
7

3
,3

0
6

体
育

館
夜

間
4
5

5
1
4

4
2

4
4
5

4
1

4
3
5

3
9

4
7
4

3
8

3
9
1

4
5

4
7
3

4
2

4
5
4

4
6

5
2
5

3
2

3
2
8

4
1

4
2
4

4
7

4
4
6

5
3

5
2
7

5
1
1

5
,4

3
6

平
日

計
7
5

9
2
4

8
6

9
8
6

6
5

7
8
3

7
0

8
2
0

7
1

7
6
0

6
6

7
8
9

7
2

8
0
0

7
4

8
8
3

5
5

6
1
2

6
8

7
5
1

7
6

7
6
5

7
7

8
4
6

8
5
5

9
,7

1
9

土
日

祝
計

1
8

1
9
9

7
6
9

3
0

3
3
2

2
9

2
7
7

2
5

2
3
6

3
4

3
0
5

2
7

2
8
4

3
3

3
6
0

2
1

1
9
5

1
9

3
3
7

3
4

4
8
3

2
9

2
7
1

3
0
6

3
,3

4
8

計
9
3

1
,1

2
3

9
3

1
,0

5
5

9
5

1
,1

1
5

9
9

1
,0

9
7

9
6

9
9
6

1
0
0

1
,0

9
4

9
9

1
,0

8
4

1
0
7

1
,2

4
3

7
6

8
0
7

8
7

1
,0

8
8

1
1
0

1
,2

4
8

1
0
6

1
,1

1
7

1
,1

6
1

1
3
,0

6
7

午
前

2
8

3
0
3

3
2

3
0
8

3
1

3
1
4

2
6

2
9
3

2
9

3
0
5

2
6

2
9
9

2
1

1
9
4

3
1

3
5
6

2
2

2
0
3

2
6

2
5
7

2
4

2
6
2

2
6

3
1
1

3
2
2

3
,4

0
5

真
美

ヶ
丘

午
後

3
7

4
3
6

3
9

5
5
1

4
3

6
3
7

3
6

3
6
3

3
8

3
7
7

3
5

3
7
4

3
0

3
4
7

3
6

4
9
6

3
1

4
1
6

3
6

4
5
4

3
6

3
9
8

4
3

4
8
7

4
4
0

5
,3

3
6

体
育

館
夜

間
4
8

6
4
0

4
7

6
2
9

4
6

6
0
6

4
8

7
2
3

4
9

6
2
1

4
3

6
1
7

4
3

6
7
8

4
9

6
6
4

4
1

4
5
2

4
4

6
1
6

4
1

6
6
1

5
2

6
5
5

5
5
1

7
,5

6
2

平
日

計
9
3

1
,0

3
7

1
1
2

1
,3

8
9

8
2

1
,0

4
6

8
2

1
,0

2
2

8
5

9
5
2

5
9

7
3
9

6
4

8
1
0

8
6

1
,0

5
4

6
7

6
6
5

8
1

9
3
0

7
1

8
4
5

8
4

9
7
5

9
6
6

1
1
,4

6
4

土
日

祝
計

2
0

3
4
2

6
9
9

3
8

5
1
1

2
8

3
5
7

3
1

3
5
1

4
5

5
5
1

3
0

4
0
9

3
0

4
6
2

2
7

4
0
6

2
5

3
9
7

3
0

4
7
6

3
7

4
7
8

3
4
7

4
,8

3
9

計
1
1
3

1
,3

7
9

1
1
8

1
,4

8
8

1
2
0

1
,5

5
7

1
1
0

1
,3

7
9

1
1
6

1
,3

0
3

1
0
4

1
,2

9
0

9
4

1
,2

1
9

1
1
6

1
,5

1
6

9
4

1
,0

7
1

1
0
6

1
,3

2
7

1
0
1

1
,3

2
1

1
2
1

1
,4

5
3

1
,3

1
3

1
6
,3

0
3

合
計

7
5
2

7
,7

9
0

7
5
6

8
,0

1
9

8
0
2

8
,3

2
6

8
3
4

8
,5

7
5

7
6
9

7
,3

1
7

7
4
7

7
,7

1
5

6
7
5

7
,0

2
2

6
5
3

7
,2

5
8

5
5
4

5
,7

2
0

6
8
5

7
,2

7
0

7
5
8

7
,7

9
1

8
2
0

9
,2

7
7

8
,8

0
5

9
2
,0

8
0

2
0
2
5
（
令

和
7
)年

3
月

末
現

在

計
  

4 
  

  
月

  
5 

  
  

月
  

6 
  

  
月

  
7 

  
  

月
  

3
  

  
 月

  
2
  

  
月

  
1
  

  
 月

  
1
2
  

 月
  

1
1
  

 月
  

10
  

 月
  

9 
  

  
月

  
8 

  
  

月

12



4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
計

件
数

6
0

5
4

4
7

3
4

3
9

4
4

4
2

4
3

3
4

4
4

4
6

5
2

5
3
9

健
  
民

人
数

2
,0

4
3

1
,7

8
5

1
,7

1
1

1
,4

0
9

1
,3

9
6

1
,9

7
4

1
,8

6
8

1
,8

5
9

1
,6

1
5

1
,9

6
9

2
,0

4
8

2
,1

4
4

2
1
,8

2
1

運
 動

 場
平

日
計

1
,4

2
3

1
,2

1
3

1
,1

1
0

9
5
9

8
4
1

1
,2

1
9

1
,3

9
1

1
,3

1
7

9
9
5

1
,2

4
9

1
,3

2
8

1
,3

8
4

1
4
,4

2
9

土
日

祝
計

6
2
0

5
7
2

6
0
1

4
5
0

5
5
5

7
5
5

4
7
7

5
4
2

6
2
0

7
2
0

7
2
0

7
6
0

7
,3

9
2

件
数

2
5

2
2
0

2
4

2
3

2
7

3
0

2
8

2
8

7
7

1
5

2
8
1

健
 民

人
数

9
0
0

1
0
0

6
3
3

1
1
0

1
1
0

9
2
2

7
4
3

1
,0

4
6

8
8
5

9
5
9

6
9
5

6
6
2

7
,7

6
5

ナ
 イ

 タ
－

平
日

計
8
9
3

1
0
0

6
3
3

0
6
0

9
2
2

7
4
3

1
,0

1
6

8
8
5

9
5
9

6
9
5

6
2
2

7
,5

2
8

土
日

祝
計

7
0

0
1
1
0

5
0

0
0

3
0

0
0

0
4
0

2
3
7

件
数

3
0

2
9

3
2

2
9

2
9

3
3

2
8

3
1

2
2

2
1

3
5

4
1

3
6
0

見
立

山
人

数
7
0
7

6
3
5

7
0
0

6
3
2

6
2
3

7
5
0

7
4
8

6
4
9

4
7
1

4
3
1

7
9
1

9
2
7

8
,0

6
4

運
 動

 場
平

日
計

2
3
5

2
5
5

2
3
4

2
3
0

2
4
2

2
4
0

2
2
8

2
5
4

2
0
6

1
4
0

4
1
6

4
8
2

3
,1

6
2

土
日

祝
計

4
7
2

3
8
0

4
6
6

4
0
2

3
8
1

5
1
0

5
2
0

3
9
5

2
6
5

2
9
1

3
7
5

4
4
5

4
,9

0
2

件
数

4
4

4
4

5
5

5
7

5
6

5
6

6
0

時
 計

 台
人

数
6
8

4
8

4
8

4
8

9
0

8
0

4
6
6

1
2
2

8
0

1
2
8

7
0

1
1
8

1
,3

6
6

公
  
園

平
日

計
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

土
日

祝
計

6
8

4
8

4
8

4
8

9
0

8
0

4
6
6

1
2
2

8
0

1
2
8

7
0

1
1
8

1
,3

6
6

件
数

1
8

2
1

2
0

2
0

1
7

2
0

1
7

1
7

1
1

1
3

1
6

2
0

2
1
0

子
ど

も
人

数
8
9
5

5
3
8

6
3
7

6
2
2

5
1
5

7
3
5

6
5
9

6
2
4

4
8
4

5
3
8

7
7
6

8
6
9

7
,8

9
2

ス
ポ

ー
ツ

広
場

平
日

計
5
0

4
2

1
2

5
0

4
1
1

1
2

6
6

6
0

0
1
9
9

土
日

祝
計

8
4
5

4
9
6

6
2
5

5
7
2

5
1
1

7
2
4

6
4
7

6
1
8

4
7
8

5
3
2

7
7
6

8
6
9

7
,6

9
3

件
数

1
3
7

1
1
0

1
2
3

8
9

9
4

1
2
5

1
1
9

1
2
8

1
0
0

1
1
2

1
7
9

1
3
4

1
,4

5
0

人
数

4
,6

1
3

3
,1

0
6

3
,7

2
9

2
,8

2
1

2
,7

3
4

4
,4

6
1

4
,4

8
4

4
,3

0
0

3
,5

3
5

4
,0

2
5

4
,3

8
0

4
,7

2
0

4
6
,9

0
8

 
件

数
4
7

5
0

5
3

4
2

2
7

5
2

4
6

3
9

1
9

2
7

2
7

3
7

4
6
6

西
 谷

人
数

2
5
5

2
2
9

2
6
2

2
0
2

1
3
0

2
5
4

2
3
2

1
9
5

1
0
3

1
4
7

1
3
5

1
8
4

2
,3

2
8

テ
 ニ

 ス
コ

ー
ト

平
日

計
7
3

7
2

7
6

1
0
6

4
4

7
7

7
9

6
8

3
8

2
8

4
6

5
1

7
5
8

土
日

祝
計

1
8
2

1
5
7

1
8
6

9
6

8
6

1
7
7

1
5
3

1
2
7

6
5

1
1
9

8
9

1
3
3

1
,5

7
0

件
数

2
1

2
2

1
7

7
6

1
2

1
8

1
5

1
1

1
4

5
1
3

1
6
1

健
 民

人
数

1
7
6

1
3
7

7
7

7
2

1
9

3
7

1
8
2

1
0
1

8
0

4
7

1
8

5
9

1
,0

0
5

テ
 ニ

 ス
コ

ー
ト

平
日

計
2
8

6
2

5
1

0
0

9
4
6

4
8

4
0

1
4

5
4
1

3
4
4

土
日

祝
計

1
4
8

7
5

2
6

7
2

1
9

2
8

1
3
6

5
3

4
0

3
3

1
3

1
8

6
6
1

件
数

4
8

4
8

4
6

4
2

5
5

4
8

5
1

4
8

3
0

3
7

4
1

4
7

5
4
1

東
人

数
2
2
0

2
3
1

2
1
8

1
8
4

1
8
9

2
1
7

2
3
4

2
4
1

1
3
7

1
5
3

1
7
4

2
0
9

2
,4

0
7

テ
 ニ

 ス
コ

ー
ト

平
日

計
7
4

8
4

6
4

6
7

7
3

6
0

1
2
1

9
8

6
1

7
9

8
9

7
9

9
4
9

土
日

祝
計

1
4
6

1
4
7

1
5
4

1
1
7

1
1
6

1
5
7

1
1
3

1
4
3

7
6

7
4

8
5

1
3
0

1
,4

5
8

件
数

1
4
3

1
4
8

1
5
6

1
2
4

8
3

1
1
8

1
3
2

1
4
4

9
5

1
1
4

1
4
3

1
5
0

1
,5

5
0

真
美

ヶ
丘

人
数

7
9
0

8
4
4

8
7
4

6
8
2

4
6
0

6
5
7

6
8
6

9
2
3

4
8
5

7
0
6

8
7
0

7
1
7

8
,6

9
4

テ
 ニ

 ス
コ

ー
ト

平
日

計
4
5
1

4
9
6

4
1
1

3
3
3

1
6
1

2
9
0

4
1
9

4
0
7

2
8
0

3
4
3

3
9
8

3
7
1

4
,3

6
0

土
日

祝
計

3
3
9

3
4
8

4
6
3

3
4
9

2
9
9

3
6
7

2
6
7

5
1
6

2
0
5

3
6
3

4
7
2

3
4
6

4
,3

3
4

件
数

2
5
9

2
6
8

2
7
2

2
1
5

1
7
1

2
3
0

2
4
7

2
4
6

1
5
5

1
9
2

2
1
6

2
4
7

2
,7

1
8

人
数

1
,4

4
1

1
,4

4
1

1
,4

3
1

1
,1

4
0

7
9
8

1
,1

6
5

1
,3

3
4

1
,4

6
0

8
0
5

1
,0

5
3

1
,1

9
7

1
,1

6
9

1
4
,4

3
4

 2
02

4（
令

和
6）

 年
 度

 運
 動

 場
 及

 び
 テ

 ニ
 ス

 コ
 ー

 ト
 使

 用
 状

 況
 表

２
０

２
５

（令
和

７
）年

３
月

末
現

在

計 計

※
６

月
～

８
月

の
営

業
時

間
Ａ

Ｍ
８

：
０

０
～

Ｐ
Ｍ

７
：
０

０
（
西

谷
Ａ

Ｍ
９

：
０

０
～

Ｐ
Ｍ

６
：
０

０
）
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№
ク
　
ラ
　
ブ
　
名

部
　
門

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

活
 動

 曜
 日

回
数

活
動
時
間

会
員

数
　

(講
師
含
む
)

責
　
任
　
者

講
　
　
師

1
　
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
俳
画

俳
　
　
画

俳
画
の
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

第
４

木
曜

日
１

２
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
5：

00
5

馬
　
場
　
満
　
帆

馬
　
場
　
満
　
帆

2
　
会あ

い
合あ

い
俳
句
会

は
い
く
か
い

俳
　
　
句

流
派

や
結

社
な

ど
の

拘
り

を
持

た
ず

、
同

好
の

者
同

士
が

相
集

い
、

生
涯

学
習

の
一

環
と

し
て

四
季

の
移

ろ
い

を
感

じ
な

が
ら

俳
句

を
楽

し
む

勉
強

会
で

す
。

人
と

人
の

出
会

い
を

大
切

に
集

ま
り

の
中

で
和

気
あ

い
あ

い
と

心
を

重
ね

合
わ

せ
て

い
く

と
い

う
俳

句
会

創
設

以
来

の
理

念
は

、
「

会
い

合
い

俳
句

会
」

の
命

名
に

も
込

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

五
・

七
・

五
の

奥
深

い
短

詩
を

切
磋

琢
磨

し
な

が
ら

楽
し

く
勉

強
し

て
い

ま
す

。
第

３
金

曜
日

１
２

1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
6：

00
10

豊
　
田
　
昌
　
代

豊
　
田
　
昌
　
代

3
  
俳は
い

 画
が

「
茜あ
か
ね  
ク
 ラ

 
ブ
 Ａ

」
俳
　
　
画

「
俳

画
教

室
」

を
卒

業
し

た
生

徒
達

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

年
々

高
齢

化
し

て
い

ま
す

が
、

更
な

る
向

上
を

目
指

し
て

一
同

切
磋

琢
磨

し
な

が
ら

作
品

を
描

い
て

い
ま

す
。

第
３

土
曜

日
１

２
1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
6：

00
13

神
　
田
　
小
夜
子

有
　
本
　
惠
美
子

4
　
俳
画

は
い
が

部ぶ

　
茜あ
か
ね 　

B
俳
　
　
画

俳
画
に
よ
る
創
作
活
動
を
講
師
の
先
生
の
お
手
本
を
基
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
向
上
を
目
指
し
、
月
1回

の
活
動
を

し
ま
す
。

第
２

土
曜

日
１

２
9：

00
　

　
　

　
～

1
2：

00
15

山
　
本
　
千
佳
子

麻
　
生
　
郁
　
世

5
　
箏
曲
「
彩
　
の
　
絃
」

箏
桜
ま
つ
り
、
シ
ニ
ア
文
化
祭
、
町
文
化
祭
に
参
加
し
、
童
謡
、
演
歌
や
い
ろ
ん
な
曲
に
シ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
趣
味
を
通
し
て

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

毎
週

水
曜

日
３

４
9：

00
　

　
　

　
～

1
2：

00
8

塚
　
本
　
育
　
子

白
　
銀
　
智
紫
都

6
　
ア
ン
ダ
ン
テ

ピ
 ア

 
ノ

ピ
ア
ノ
演
奏
の
練
習
を
す
る
と
共
に
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
音
楽
を
親
し
む
。

第
２

・
４

木
曜

日
２

４
9：

00
　

　
　

　
～

1
2：

00
6

三
　
谷
　
順
　
子

上
　
田
　
美
智
子

7
　
ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ
（
ピ
ア
ノ
同
好
会
）

ピ
 ア

 
ノ

ピ
ア
ノ
演
奏
の
練
習
を
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
音
楽
に
親
し
む
。

第
１

・
３

木
曜

日
第

１
・

３
日

曜
日

３
０

9：
00

　
　

　
　

～
1
2：

00
9

堀
　
　
　
雅
　
子

亀
　
田
　
尚
　
子

8
  
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ

ウ
ク
レ
レ

ウ
ク
レ
レ
演
奏
の
技
術
向
上
と
知
識
の
修
得
、
そ
し
て
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
。

第
２

・
４

火
曜

日
２

１
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
5：

00
10

新
　
原
　
祐
　
二

杉
　
本
　
恭
　
嗣

9
　
英
語
サ
ー
ク
ル
〝
ハ
ロ
ー
〝

外
 国

 
語

１
．

初
級

者
か

ら
の

英
語

力
の

向
上

　
２

．
国

際
交

流
を

通
じ

て
視

野
を

広
げ

る
（

広
陵

町
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
と

の
交

流
）

３
．

会
員

相
互

の
親

睦
毎

週
金

曜
日

４
９

1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00
13

大
　
橋
　
佳
良
子

杉
　
本
　
恭
　
嗣

1
1
　
カ
ラ
オ
ケ
　
広
陵
ひ
ま
わ
り
会
　
　
　
　
　
　

カ
ラ
オ
ケ

新
曲

を
覚

え
る

こ
と

に
よ

る
脳

の
活

性
化

を
図

る
と

同
時

に
会

員
同

志
の

親
睦

を
図

る
。

第
１

・
３

火
曜

日
２

４
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
5：

00
13

藏
　
光
　
光
　
津

藏
　
光
　
光
　
津

1
2
　
華
扇
会
　
(茶

道
　
裏
千
家
）

茶
　
　
道

日
茶
の
文
化
で
あ
る
茶
道
。
心
を
落
ち
着
け
て
、
静
か
な
空
間
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
抹
茶
の
香
り
や
お
菓
子
の
風
味
を
味

わ
い
堅
苦
し
く
な
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
，
地
域
の
方
々
と
交
流
を
図
り
た
い
。

第
３

・
４

木
曜

日
２

０
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
7：

00
14

上
　
村
　
禎
　
子

上
　
村
　
禎
　
子

1
3
　
季
節
の
ヨ
ガ

ヨ
 ー

 
ガ

日
々
を
快
適
に
過
ご
す
に
は
季
節
毎
に
変
化
す
る
心
と
身
体
に
気
づ
き
、
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ヨ
ガ
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
呼
吸
と
動
き
で
自
分
と
向
き
合
い
、
季
節
に
応
じ
て
心
と
身
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
ま
す
。

毎
週

木
曜

日
４

７
9：

45
　

　
　

　
～

1
0：

50
19

岡
　
﨑
　
　
　
友

岡
　
﨑
　
　
　
友

1
4
　
着
 付

 
け
 
ク
 
ラ
 ブ

着
物
着
付

日
本
の
伝
統
で
あ
る
着
物
を
少
し
で
も
広
め
た
く
、
自
装
、
他
装
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
週

金
曜

日
２

３
1
0
：

0
0　

　
　

　
～

1
2：

00
14

木
　
村
　
真
　
理

吉
　
川
　
よ
し
ゑ

第
１

日
曜

日
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00

第
４

土
曜

日
1
9
：

0
0　

　
　

　
～

2
2：

00

1
6
　
吟
道
関
心
流
睦
月
吟
詩
会

ぎ
ん
ど
う
か
ん
し
ん
り
ゅ
う
む
つ
き
ぎ
ん
し
か
い

詩
　
　
吟

お
腹
か
ら
大
き
な
声
を
だ
し
て
健
康
に
留
意
し
、
吟
道
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

毎
週

土
曜

日
４

７
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00
6

江
　
間
　
貞
　
女

岡
　
田
　
桑
　
洲

1
7
　
組
紐
ク
ラ
ブ

組
　
　
紐

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

大
切

に
，

ク
ラ

ブ
員

同
士

の
交

流
を

図
る

。
組

紐
と

い
う

日
本

文
化

を
継

承
す

る
。

組
み

方
や

色
を

替
え

る
こ

と
で

世
界

に
一

つ
し

か
な

い
独

自
の

も
の

を
製

作
す

る
楽

し
み

を
味

わ
う

。
第

１
・

３
水

曜
日

２
２

1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
6：

30
6

福
　
西
　
香
代
子

中
　
尾
　
和
　
永

1
8
　
書
道
ク
ラ
ブ

書
　
　
道

創
作
作
品
を
中
心
に
古
典
漢
字
、
仮
名
ま
じ
り
等
の
作
品
作
り
に
取
り
組
む
。

第
２

水
曜

日
１

２
1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
5：

30
7

井
　
岡
　
典
　
子

－

1
9
　
絵
画
ク
ラ
ブ

絵
　
　
画

楽
し

く
絵

を
描

き
な

が
ら

、
そ

の
技

術
の

向
上

を
図

る
と

共
に

、
相

互
の

親
睦

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第

１
・

３
土

曜
日

２
３

1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00
21

麻
　
生
　
敦
　
人

平
　
井
　
利
　
明

2
0
　
広
陵
町
写
真
ク
ラ
ブ

写
　
　
真

写
真
を
愛
好
す
る
人
た
ち
が
集
い
、
友
好
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
お
互
い
の
写
真
技
術
と
感
性
の
向
上
を
目
指
す
。
「
ど
う

表
現
す
べ
き
か
」
「
感
動
す
る
写
真
と
は
」
カ
メ
ラ
機
能
を
十
分
使
い
こ
な
し
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
写
真
を
つ
く
り
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
P
C技

術
の
向
上
を
図
る
。

第
２

・
４

土
曜

日
２

４
13

:
30

　
　

　
　

～
1
7：

00
18

出
　
雲
　
義
　
清

椿
　
本
　
九
美
夫

阪
　
田
　
　
　
博

毎
週

土
曜

日
５

３
9：

00
　

　
　

　
～

1
2：

00
5

田
　
尾
　
秀
　
寛

1
5

　
吟

道
関

心
流

広
陵

地
域

連
合

会
詩

吟
ク

ラ
ブ

詩
　
　
吟

同
じ
詩
吟
の
流
派
に
所
属
し
、
趣
味
の
詩
吟
を
通
じ
て
、
勉
強
･研

鑽
し
て
詩
吟
の
技
術
向
上
を
図
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
、
精
神
文
化
の
向
上
を
目
的
と
す
る
。

２
１

34

令
和
6
年
度
　
広
陵
中
央
公
民
館
育
成
ク
ラ
ブ
登
録
申
請
一
覧
表

1
0
  
英
信
流
居
合
道
剣
舞
会

吟
剣
詩
舞

居
合
道
の
基
本
技
を
学
び
、
詩
吟
や
民
謡
、
歌
謡
曲
な
ど
に
合
わ
せ
演
武
披
露
す
る
。

大
　
藪
　
慎
　
二

大
　
藪
　
慎
　
二

14



№
ク
　
ラ
　
ブ
　
名

部
　
門

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

活
 動

 曜
 日

回
数

活
動
時
間

会
員

数
　

(講
師
含
む
)

責
　
任
　
者

講
　
　
師

2
1
　
広
 陵

 
町
 
将
 
棋
 会

将
　
　
棋

１
．
会
員
の
棋
力
の
向
上
　
　
　
　
　
　
　
　
２
．
小
学
生
等
へ
の
普
及
活
動
　
　
　
　
　
　
  
 　

　
  
  
  
 　

　
　
　

３
．
他
の
市
町
村
ク
ラ
ブ
等
と
の
交
流
　
　
　
４
．
会
員
同
士
の
親
睦

毎
週

土
曜

日
４

９
13

:
00

　
　

　
　

～
1
7：

00
18

池
　
川
　
光
　
男

椿
　
本
　
九
美
夫

2
2
　
広
陵
ハ
タ
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

ヨ
 ー

 
ガ

ハ
タ
ヨ
ー
ガ
の
腹
式
呼
吸
に
よ
り
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
日
々
感
謝
の
心
を
養
う
。

第
１

・
２

・
４

木
曜

日
３

２
13

:
00

　
　

　
　

～
1
6：

00
7

山
　
本
　
篤
　
子

田
　
中
　
魁
　
秀

2
3
　
広
陵
ア
ロ
ハ
フ
ラ
メ
イ
ツ

フ
ラ
ダ
ン
ス

気
持
ち
を
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
フ
ラ
と
出
逢
い
ま
た
、
仲
間
と
の
出
逢
い
の
中
で
心
を
と
き
め
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
益
々

健
康
で
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
体
の
重
心
運
動
に
よ
る
筋
力
Ｕ
Ｏ
Ｐ
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

第
１

・
2
・

３
火

曜
日

３
６

13
:
00

　
　

　
　

～
1
4：

30
11

中
　
川
　
恵
　
子

森
　
本
　
妙
　
子

2
4
　
広
陵
民
謡
ク
ラ
ブ

民
　
　
謡

忘
れ
か
け
た
日
本
の
故
郷
と
自
然
を
思
い
起
こ
し
、
心
の
安
ら
ぎ
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
大
切
な
日
本
文
化
（
民
謡
）
を
一

人
で
も
多
く
、
子
ど
も
達
に
も
伝
え
た
い
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

第
１

金
曜

日
第

３
・

４
土

曜
日

３
６

9：
30

　
　

　
　

～
1
1：

30
9

品
　
川
　
昌
筒
子

前
　
田
　
晴
　
子

2
5
　
コ
ー
ラ
ス
か
ぐ
や
姫

コ
ー
ラ
ス

先
生
の
指
導
下
、
歌
に
親
し
み
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
む
。
健
康
で
元
気
に
明
る
く
公
民
館
活
動
に
励
め
る
よ
う
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
会
の
向
上
に
努
め
る
。

第
１

・
２

・
４

水
曜

日
３

７
1
9
：

3
0　

　
　

　
～

2
1：

30
16

陣
　
内
　
知
　
子

品
　
川
　
昌
筒
子

2
6
　
秋こ
す

　
桜も
す

ピ
 ア

 
ノ

ピ
ア
ノ
を
通
し
て
音
楽
へ
の
理
解
を
深
め
、
会
員
同
士
で
ピ
ア
ノ
や
音
楽
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
お
互
い
に
学
び
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２

・
４

水
曜

日
２

２
9：

00
　

　
　

　
～

1
2：

00
8

杉
　
本
　
充
　
代

藤
　
本
　
博
　
子

2
7
　
子
供
尺
八
ク
ラ
ブ

尺
　
　
八

・
尺
八
と
い
う
伝
統
楽
器
を
後
世
に
継
承
す
る
。
　
・
知
識
、
技
術
の
習
得
向
上
を
図
る
。

毎
週

土
曜

日
５

０
13

：
30

　
　

　
　

～
17

：
00

6
坂
　
口
　
忠
　
雄

上
　
村
　
久
和
子

2
8
　
子
ど
も
舞
踊
教
室

日
本
舞
踊

日
本
伝
統
芸
能
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
日
本
舞
踊
を
子
ど
も
達
に
継
承
し
て
も
ら
い
た
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

第
1
・

２
・

３
土

曜
日

３
６

1
4
：

0
0　

　
　

～
1
8
：

0
0

7
中
　
西
　
昌
　
美

坂
　
口
　
忠
　
雄

2
9
　
茶
華
道
育
成
ク
ラ
ブ

茶
 華

 
道

日
本
の
文
化
は
、
こ
の
奈
良
の
地
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
、
受
け
継
い
で
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
４

日
曜

日
８

1
5
：

0
0　

　
　

　
～

1
7：

00
9

辻󠄀
　
　
　
庸
　
子

若
　
柳
　
光
　
秀

3
0
　
「
塩
」
俳
句
会

俳
　
　
句

月
1回

の
句

会
や

吟
行

、
ま

た
全

国
か

ら
の

投
句

に
よ

っ
て

会
員

の
親

睦
を

図
る

。
俳

句
は

奥
の

深
い

文
芸

の
た

め
、

研
鑽

を
高

め
る

こ
と

に
よ

り
人

間
性

を
豊

に
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
高

齢
者

に
な

っ
て

も
参

加
で

き
る

こ
と

は
、

現
代

に
お

い
て

、
ま

す
ま

す
そ

の
価

値
が

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

月
１

回
の

月
刊

誌
も

発
行

し
、

深
く

広
陵

町
に

か
か

わ
っ

て
い

ま
す

。
第

２
金

曜
日

１
２

1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
7
:0

0
10

閤
　
田
　
　
　
廣

辻󠄀
　
　
　
満
里
子

3
1
　
尺
 八

 
ク
 
ラ
 
ブ
（
優
悠
会
）

尺
　
　
八

尺
八
と
い
う
日
本
の
伝
統
楽
器
を
後
世
に
継
承
す
る
。
知
識
、
技
術
の
習
得
向
上
を
図
る
。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会

に
奉
仕
す
る
精
神
を
育
む
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
意
識
を
高
め
る
。

毎
週

火
曜

日
４

１
1
9
：

0
0　

　
　

　
～

2
2：

00
12

坂
　
口
　
忠
　
雄

池
　
嶋
　
庄
　
市

3
2

　
女
声
コ
ー
ラ
ス
　
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル

コ
ー
ラ
ス

コ
ー
ラ
ス
で
唄
う
こ
と
に
よ
り
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
1
・

３
・

４
火

曜
日

３
６

9：
00

　
　

　
　

～
1
2：

00
12

中
　
条
　
敦
　
子

坂
　
口
　
忠
　
雄

3
3

女
声
コ
ー
ラ
ス
　
は
な
み
ず
き

コ
ー
ラ
ス

歌
の
背
景
も
学
び
な
が
ら
音
楽
づ
く
り
を
深
め
心
に
響
く
演
奏
を
目
指
し
ま
す
。
マ
ス
ク
練
習
が
続
く
中
で
も
喉
の
奥
を

し
っ
か
り
開
け
て
、
響
き
の
あ
る
声
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
員
同
志
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
共
に
、

地
域
の
中
で
歌
う
楽
し
さ
を
し
っ
て
も
ら
い
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
。

毎
週

土
曜

日
４

９
9：

00
　

　
　

　
～

1
2：

00
16

井
　
上
　
順
　
子

吉
　
岡
　
　
　
節

3
4
　
真
美

し
ん
び

健
康

け
ん
こ
う

ヨ
ガ

ヨ
 
ー
 
ガ

健
康
で
心
豊
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
､真

美
健
康
体
操
の
練
習
を
通
じ
て
、
心
身
共
に
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
行
う
。

毎
週

火
曜

日
４

０
10

：
0
0
　

　
　

　
～

1
1
：

3
0

9
谷
　
本
　
設
　
子

寺
　
井
　
　
　
保

3
5
　
新
舞
踊
　
花は
な

　
扇お
う
ぎ

　
会か
い

日
本
舞
踊

育
成

ク
ラ

ブ
の

学
習

活
動

に
よ

り
,仲

間
作

り
と

地
域

社
会

に
奉

仕
す

る
精

神
と

智
に

私
達

の
踊

り
が

皆
様

の
心

に
安

ら
ぎ

を
与

え
ら

れ
れ

ば
幸

い
で

す
。

又
踊

り
で

脳
の

活
性

化
と

体
力

作
り

で
健

康
な

生
活

を
送

る
事

を
目

標
に

し
て

い
ま

す
。

毎
週

水
曜

日
４

９
9：

00
　

　
　

　
～

1
7：

00
7

野
　
村
　
秀
　
子

太
　
田
　
祐
紀
子

3
6
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

ガ
ラ
ス
工
芸

ス
テ

ン
ド

グ
ラ

ス
の

作
品

m作
り

を
楽

し
み

な
が

ら
、

会
員

の
皆

様
と

の
親

睦
を

図
る

。
毎

週
土

曜
日

４
４

1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
7：

00
7

市
　
川
　
優
　
子

野
　
村
　
秀
　
子

3
7
　
す
み
れ
句
会

俳
　
　
句

俳
句
と
は
自
ら
を
主
人
公
、
又
作
家
と
し
て
自
己
表
現
で
き
る
文
学
、
詩
歌
で
す
。
す
み
れ
句
会
は
俳
句
に
興
味
を
持
つ
仲

間
た
ち
と
集
い
、
四
季
折
々
の
花
鳥
諷
詠
を
詠
み
楽
し
み
な
が
ら
、
新
た
な
る
自
分
の
発
見
、
自
己
研
鑽
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

第
２

木
曜

日
１

２
1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
7：

00
10

三
　
住
　
敏
　
子

―

3
8

　
 吟

道
哲

水
流

八
洲

吟
詠

会
広

陵
詩

吟
ク

ラ
ブ

詩
　
　
吟

技
術
の
習
得
と
活
動
を
通
じ
て
の
仲
間
づ
く
り
、
ま
た
、
地
域
社
会
に
奉
仕
し
、
連
帯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

毎
週

火
曜

日
４

２
1
9
：

3
0　

　
　

　
～

2
1：

30
9

脇
　
本
　
修
　
美

有
　
本
　
惠
美
子

3
9
　
陶と
う

　
香こ
う

　
会か
い

陶
　
　
芸

陶
芸
作
品
作
り
。

第
１

・
３

金
曜

日
２

４
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

30
6

野
　
村
　
孝
　
子

―

4
0
　
藤と
う

　
晴せ
い

　
会か
い

日
本
舞
踊

日
本
舞
踊
の
お
稽
古
。

毎
週

土
曜

日
４

７
9：

30
　

　
　

　
～

1
2：

00
5

福
　
井
　
有
佳
里

―

15



№
ク
　
ラ
　
ブ
　
名

部
　
門

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

活
 動

 曜
 日

回
数

活
動
時
間

会
員

数
　

(講
師
含
む
)

責
　
任
　
者

講
　
　
師

第
２

・
４

火
曜

日
９
:0
0～

12
:
00

第
２

・
４

土
曜

日
1
3:
0
0～

17
:0
0

4
2
　
土ど

　
楽ら
く

　
会か
い

陶
　
　
芸

1
．
陶
芸
技
術
の
向
上
。
2
．
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
。

第
１

・
３

木
曜

日
２

４
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
7：

00
14

藤
　
村
　
寛
　
美

―

4
3
  
童
謡
・
唱
歌
ベ
ニ
ッ
シ
モ

コ
ー
ラ
ス

生
涯
に
わ
た
り
音
楽
に
親
し
み
、
豊
か
な
感
性
、
知
性
、
共
感
性
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
音
楽
を
通

し
て
、
地
域
住
民
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
町
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
意
識
を
高
め
る
。
特
に
「
童
謡
・
唱

歌
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
誰
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
門
戸
を
広
げ
る
。

第
２

・
４

水
曜

日
２

３
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00
18

出
　
井
　
正
　
代

土
　
井
　
厚
　
子

4
4
　
南な
ん

  
郷ご
う

  
会か
い

　
（
嵯
峨

さ
が

御ご

流り
ゅ
う

）
華
　
　
道

一
年
を
通
じ
て
四
季
折
々
の
草
木
や
花
を
活
か
し
て
、
皆
様
と
楽
し
く
研
修
を
し
ま
す
。

第
２

土
曜

日
１

０
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
5：

00
5

安
　
井
　
康
　
榮

安
　
井
　
康
　
榮

4
5
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ

布
 手

 
芸

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
魅
力
で
あ
る
パ
タ
ー
ン
の
構
成
法
、
布
の
組
み
合
わ
せ
方
、
配
色
、
美
し
く
仕
立
て
る
コ
ツ
等
を
勉
強
し

な
が
ら
日
常
生
活
で
使
え
る
作
品
作
り
を
す
る
。

第
１

・
３

火
曜

日
１

９
1
0
：

0
0　

　
　

　
～

1
2：

00
12

吉
　
岡
　
千
代
美

笹
　
本
　
桂
　
子

4
6

  
ペ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
（
絵
の
具
箱
）

絵
　
　
画

絵
画
教
室
。
絵
の
好
き
な
者
が
集
ま
り
、
絵
画
の
技
術
習
得
を
目
的
と
す
る
。

第
２

・
４

土
曜

日
２

３
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
7：

00
10

廣
　
橋
　
宗
　
次

辻󠄀
　
　
　
　
　
元

4
7
　
邦
楽
  
ま
ゆ
み
の
会

箏
お
箏
の
演
奏
を
通
じ
て
介
護
施
設
な
ど
へ
訪
問
し
、
入
所
、
通
所
の
方
達
と
の
交
流
及
び
訪
問
先
に
応
じ
て
、
箏
、
舞
、
詩

吟
を
演
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
会
員
同
士
の
親
睦
と
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

第
３

水
曜

日
１

１
13

：
0
0
 　

　
　

　
～

1
6
：

0
0

6
阿
　
部
　
安
津
子

―

4
8
　
舞ま
い

・
雅が

楽ら
く

多た

の
会

日
本
舞
踊

日
本
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
中
で
日
本
人
で
良
か
っ
た
。
日
本
人
っ
て
素
晴
ら
し
い
！
！
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
で
も
舞
踊
を
習

う
事
で
チ
ョ
ッ
ト
し
た
身
の
こ
な
し
の
美
し
さ
が
に
じ
み
出
て
来
ま
す
。
老
化
に
負
け
な
い
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
い
た
く

お
稽
古
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
２

・
４

水
曜

日
３

４
1
4
：

0
0　

　
　

　
～

1
7：

30
6

中
　
西
　
昌
　
美

若
　
柳
　
光
　
秀

4
9
マ
イ
レ
ス
イ
ン
グ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

フ
ラ
ダ
ン
ス

腰
を
落
と
し
て
踏
む
フ
ラ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
運
動
不
足
解
消
に
も
な
り
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
ア
ロ

ハ
の
心
を
大
切
に
フ
ラ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

第
１

・
３

金
曜

日
２

４
1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
5：

30
7

大
　
西
　
真
　
澄

大
　
西
　
真
　
澄

5
0
　
み
や
び
の
会

大
 正

 
琴

大
正
琴
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
バ
ス
琴
）
の
演
奏
を
通
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

第
２

・
４

水
曜

日
２

４
1
3
：

3
0　

　
　

　
～

1
5：

30
6

堀
　
田
　
ま
す
み

―

5
1
　
萌も
え

　
短
　
歌
　
会

短
　
　
歌

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
短
歌
作
り
を
楽
し
み
、
技
術
を
身
に
つ
け
る
。
お
互
い
の
作
品
を
批
評
し
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
和
や
か
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
。

第
２

火
曜

日
１

１
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00
12

池
　
田
　
陽
　
子

中
　
嶋
　
　
　
隆

5
2
　
若
葉
俳
句
ク
ラ
ブ

俳
　
　
句

句
会
及
び
吟
行
句
会
等
を
通
じ
て
俳
句
の
基
本
と
奥
行
き
等
を
学
び
、
自
然
の
風
雅
に
親
し
み
な
が
ら
「
花
鳥
諷
詠
」
の
真

髄
に
迫
り
､同

時
に
自
然
と
人
を
愛
す
る
心
と
感
性
を
磨
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２

金
曜

日
１

２
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

30
9

栗
　
巣
　
　
　
聡

有
　
本
　
惠
美
子

5
3
　
和
服
リ
フ
ォ
ー
ム

和
服
手
芸

１
．
和
服
の
再
活
用
を
考
え
工
夫
す
る
。
２
．
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
た
り
、
地
域
社
会
に
広
め
る
た
め

の
活
動
（
文
化
祭
等
）
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。
３
．
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く
活
動
が
行

え
る
環
境
づ
く
り
に
も
配
慮
し
て
活
動
す
る
。

第
１

・
３

木
曜

日
２

７
1
0
：

0
0　

　
　

　
～

1
2：

30
9

井
　
上
　
　
静

桝
　
井
　
佑
　
子

会
員
合
計
5
7
6

　
お
箏こ
と

ク
ラ
ブ
　

智と
も

の
会か
い

日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
お
箏
の
普
及
。
お
箏
お
稽
古
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
。
お
稽
古

を
通
じ
て
挨
拶
や
礼
な
ど
の
行
儀
作
法
を
身
に
つ
け
る
。

４
６

白
　
銀
　
智
　
子

白
　
銀
　
智
　
子

22
4
1

箏

16



№
ク
　
ラ
　
ブ
　
名

部
　
門

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

活
 動

 曜
 日

回
数

活
動
時
間

会
員

数
　

(講
師
含
む
)

責
　
任
　
者

講
　
　
師

1
千
扇
吟
詩
会

詩
吟

詩
吟
を
通
し
て
お
互
い
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

第
１

・
３

金
曜

日
２

４
1
3
：

3
0　

　
～

1
6
：

0
0

5
村
　
嶋
　
正
　
子

土
　
井
　
實
　
子

2
オ
ヒ
ハ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

フ
ラ
ダ
ン
ス

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ハ
ワ
イ
の
曲
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健
康
維
持
、
人
ｔ
の
絆
を
深
め
,明

る
く
楽
し
い

教
室
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
２

・
４

火
曜

日
２

４
1
3
：

0
0　

　
　

　
～

1
6：

00
8

南
　
部
　
啓
　
子

小
　
城
　
敏
　
子

3
レ
フ
ァ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

フ
ラ
ダ
ン
ス

ハ
ワ
イ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
は
じ
め
て
体
幹
作
り
に
役
立
、
地
域
に
根
付
い
た
活

動
を
し
て
い
く
。
又
年
齢
を
重
ね
共
に
元
氣
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

第
２

・
４

火
曜

日
２

３
9：

30
　

　
　

　
～

1
2：

00
12

阿
　
古
　
利
　
恵

石
　
黒
　
洋
　
子

会
員
合
計
1
7

部
門
：
3
０
部
門

　
５
団
体
　
　

　
４
団
体
　
　
日
本
舞
踊
・
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
俳
句
・
詩
吟

令
和
6
年
度
　
新
規
申
請
受
付
団
体
　

　
１
団
体
　
　
外
国
語
・
ガ
ラ
ス
工
芸
・
着
物
着
付
・
組
紐
・
写
真
・
書
道
・
将
棋
・
短
歌
・
布
手
芸
・
民
謡
・
和
服
手
芸
・
茶
華
道
・
茶
道
・
華
道
・
ウ
ク
レ
レ
・
大
正
琴
・
吟
剣
詩
舞
・
カ
ラ
オ
ケ

　
２
団
体
　
　
尺
八
・
陶
芸
・
絵
画

　
３
団
体
　
　
俳
画
・
ピ
ア
ノ
・
箏
・
ヨ
ー
ガ

新
ク
ラ
ブ
含
む
ク
ラ
ブ
合
計
【
５
６
ク
ラ
ブ
】
　
新
会
員
を
含
む
会
員
合
計
【
５
９
3
人
】

令
和
６
年
度
　
新
た
に
３
団
体
が
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

【
参

考
】

令
和
５
年
度

ク
ラ
ブ
数

【
５

6
ク
ラ
ブ
】

会
員
数
【

6
0

6
】
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資
料
１

№
ク

　
　

　
ラ

　
　

　
ブ

　
　

　
名

会
員

数
平

均
出

席
者

数
№

ク
　

　
　

ラ
　

　
　

ブ
　

　
　

名
会

員
数

平
均

出
席

者
数

1
　

ア
ー

ト
サ

ロ
ン

俳
画

5
4

6
（
12

）
31

　
尺

　
八

　
ク

　
ラ

　
ブ

12
2

46
（
４
１

）

2
　

会
い

合
い

俳
句

会
10

9
11

（
12

）
32

　
「

塩
」

　
俳

句
会

10
8

56
（
12

）

3
　

俳
画

「
茜

　
ク

ラ
ブ

Ａ
」

13
12

12
（
12

）
34

　
女

声
コ

ー
ラ

ス
　

テ
ィ

ン
カ

ー
ベ

ル
17

1
3

36
（
36

）

4
　

俳
画

部
　

茜
Ｂ

15
12

12
（
12

）
35

　
女

声
コ

ー
ラ

ス
　

は
な

み
ず

き
16

1
1

44
（
49

）

5
　

箏
曲

ク
ラ

ブ
　

「
彩

 
 の

  
絃

」
8

7
37

（
34

）
36

　
真

美
健

康
ヨ

ガ
9

5
38

（
40

）

6
　

ア
ン

ダ
ン

テ
6

5
24

（
24

）
37

　
新

舞
踊

　
花

　
扇

　
会

7
5

44
（
49

）

7
　

ア
ン

ダ
ン

テ
ィ

ー
ノ

（
ピ

ア
ノ

同
好

会
）

9
3

49
（
30

）
38

　
ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス

ク
ラ

ブ
7

3
34
5

（
44

）

8
　

ウ
ク

レ
レ

ク
ラ

ブ
10

7
19

(
21

）
39

　
す

み
れ

句
会

10
8

12
（
12

）

9
　

英
語

サ
ー

ク
ル

〝
ハ

ロ
ー

〝
13

9
48

(
49

）
40

　
吟

道
哲

水
流

八
洲

吟
詠

会
広

陵
詩

吟
ク

ラ
ブ

9
3

27
（
42

）

1
0
　

英
信

流
（

剣
舞

）
5

5
43

（
53

）
41

　
千

　
扇

　
吟

　
詩

　
会

5
4

22
（
24

）

1
1
新

　
オ

ヒ
ア

フ
ラ

ス
タ

ジ
オ

8
7

25
（
２
４

）
42

　
陶

　
香

　
会

 （
陶

芸
）

6
5

24
（
24

）

1
2
　

カ
ラ

オ
ケ

　
広

陵
ひ

ま
わ

り
会

　
10

8
21

（
24

）
43

　
藤

　
晴

　
会

 （
日

舞
）

5
3

61
（
47

）

1
3
　

華
　

扇
　

会
（

茶
道

 
裏

千
家

）
14

5
20

（
24
.
）

44
　

お
箏

ク
ラ

ブ
　

智
　

の
　

会
 
（

箏
曲

）
22

7
45

（
46

）

1
4
　

着
 付

 け
ク

 
ラ

 
ブ

14
9

27
（
23

）
45

　
土

　
楽

　
会

 （
陶

芸
）

14
1
0

24
（
24

）

1
5
  

季
節

の
ヨ

ガ
19

12
47

（
47

）
46

  
童

謡
・

唱
歌

ベ
ニ

ッ
シ

モ
18

1
6

26
（
23

）

1
6
　

吟
道

関
心

流
広

陵
地

域
連

合
会

詩
吟

ク
ラ

ブ
34

12
17

（
21

）
47

　
南

  
郷

  
会

（
華

道
 嵯

峨
御

流
）

5
4

9
（
10

）

1
7
　

吟
道

関
心

流
睦

月
吟

詩
会

6
5

41
（
47

）
48

　
パ

ッ
チ

ワ
ー

ク
ク

ラ
ブ

12
1
1

20
（
19

）

1
8
　

組
 紐

 ク
 ラ

 ブ
6

6
22

（
22

）
49

　
ペ

イ
ン

ト
ボ

ッ
ク

ス
10

9
21

（
23

）

1
9
　

書
道

ク
ラ

ブ
7

6
12

（
12

）
50

  
ま

ゆ
み

の
会

（
箏

曲
）

6
3

9
（
11

）

2
0
　

広
陵

町
絵

画
ク

ラ
ブ

21
13

19
（
23

）
51

　
マ

イ
レ

ス
イ

ン
グ

フ
ラ

ス
タ

ジ
オ

7
6

24
（
24

）

2
1
　

広
陵

町
写

真
ク

ラ
ブ

18
11

21
（
24

）
52

　
舞

・
雅

楽
多

の
会

6
7
.

25
（
24

）

2
2
　

広
陵

町
将

棋
会

18
9

45
（
49

）
53

　
み

　
や

　
び

　
の

　
会

12
4

9
（
24

）

2
3
　

広
陵

ハ
タ

ヨ
ー

ガ
ク

ラ
ブ

7
6

30
（
32

）
54

　
『

萌
』

 短
　

歌
　

会
12

6
9

11
）

2
4
　

広
陵

ピ
カ

ケ
ア

ロ
ハ

フ
ラ

メ
イ

ツ
11

10
37

（
36

）
55

新
　

レ
フ

ア
フ

ラ
ス

タ
ジ

オ
12

1
1

23
（
23

）

2
5
　

広
陵

民
謡

ク
ラ

ブ
9

4
36

（
36

）
56

　
若

葉
俳

句
ク

ラ
ブ

9
7

91
（
12

）

2
6
　

コ
ー

ラ
ス

か
ぐ

や
姫

16
14

43
（
37

）
57

　
和

服
リ

フ
ォ

ー
ム

ク
ラ

ブ
12

9
24

（
27

）

2
7
　

秋
　

　
桜

　
（

ピ
ア

ノ
）

8
6

22
（
22

）

2
8
　

子
供

尺
八

ク
ラ

ブ
6

6
35

（
50

）

2
9
　

子
ど

も
舞

踊
教

室
7

5
32

（
36

）

3
0
　

茶
華

道
育

成
ク

ラ
ブ

9
0

0
（
8

）

令
和
6年

度
　
広
陵
中
央
公
民
館
育
成
ク
ラ
ブ
活
動
実
績
（３

月
末
）

活
動

回
数

（
年

間
計

画
回

数
）

活
動

回
数

（
年

間
計

画
回

数
）
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【
文

化
教

室
】

平
均

の
べ

（内
新

規
）

町
内

在
住

・
在

勤
者

7
人

7
0
人

－
1
0
人

1
0
人

1
0
人

無
  
  
  
  
料

松
　

村
　

和
　

彦
10

回
10

回
６

月
～

１
０

月

町
内

在
住

・
在

勤
者

8
人

8
0
人

－
1
0
人

1
7
人

1
0
人

無
  
  
  
  
料

堀
　

田
　

泰
　

圓
10

回
10

回
10

月
～

3月

町
内

在
住

・
在

勤
者

3
人

3
4
人

－
4
人

4
人

1
0
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
麻

　
生

　
郁

　
世

10
回

10
回

５
月

～
２

月

町
内

在
住

・
在

勤
者

4
人

4
7
人

－
6
人

6
人

8
人

無
  
  
  
  
料

中
　

西
　

昌
　

美
10

回
10

回
７

月
～

１
１

月

町
内

在
住

・在
勤

者
（小

学
生

以
上

）
3
人

2
3
人

－
4
人

4
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
野

 村
 貴

世
子

8回
8回

６
月

～
２

月

茶
道

教
室

町
内

中
学

生
以

上
・在

勤
7
人

7
1
人

4
人

9
人

9
人

6
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
上

　
村

　
貞

　
子

10
回

10
回

５
月

～
３

月

町
内

在
住

・在
勤

者
（小

学
生

以
上

）
4
人

2
6
人

－
5
人

5
人

1
0
人

無
  
  
  
  
料

白
　

銀
　

智
　

子
6回

6回
８

月
～

1２
月

端
午

の
節

句
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

町
内

在
住

・
在

勤
者

（
(小

学
生

以
上

）
中

止
中

止
中

止
中

止
3
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
青

　
木

　
利

　
恵

中
止

中
止

４
月

テ
ー

ブ
ル

ル
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

町
内

在
住

中
止

中
止

中
止

中
止

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
青

　
木

　
利

　
恵

中
止

中
止

5月

町
内

在
住

中
学

生
以

上
・
在

勤
9
人

5
7
人

－
1
1
人

1
1
人

1
0
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
藪

　
田

　
啓

　
子

6回
6回

６
月

～
１

２
月

町
内

中
学

生
以

上
・在

勤
1
2
人

1
2
人

9
人

1
2
人

1
3
人

1
5
人

無
  
  
  
  
料

ひ
 で

 た
　

き
 よ

1回
1回

１
月

町
内

中
学

生
以

上
・在

勤
8
人

8
人

3
人

8
人

1
0
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
青

　
木

　
利

　
恵

1回
1回

１
２

月

町
内

中
学

生
以

上
・在

勤
8
人

8
人

2
人

8
人

9
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
青

　
木

　
利

　
恵

1回
1回

１
２

月

茶
の

湯
茶

道
体

験
教

室
町

内
中

学
生

以
上

・在
勤

中
止

中
止

中
止

中
止

0
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
上

　
村

　
貞

　
子

中
止

中
止

２
月

町
内

中
学

生
以

上
・在

勤
1
0
人

6
4
人

－
1
2
人

2
0
人

1
2
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
藪

　
田

　
啓

　
子

6回
6回

５
月

～
１

１
月

ひ
な

祭
り

ア
レ

ン
ジ

メ
ン

ト
町

内
在

住
5
人

5
人

1
人

5
人

6
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
青

　
木

　
利

　
恵

1回
1回

２
月

町
内

在
住

･在
勤

4
4
人

4
4
人

0
人

4
4
人

4
5
人

3
0
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
和

　
田

　
博

　
文

1回
1回

３
月

町
内

在
住

・
在

勤
者

（
小

学
生

以
上

）
7
人

7
人

1
人

7
人

7
人

8
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
青

　
木

　
利

　
恵

1回
1回

３
月

町
内

在
住

・
在

勤
者

9
人

1
1
2
人

5
5
人

1
3
人

1
3
人

2
0
人

無
  
  
  
  
料

吉
　

川
　

よ
し

ゑ
12

回
12

回
9月

～
12

月

町
内

在
住

の
小

学
生

5
人

2
2
人

3
人

8
人

2
3
人

8
人

無
  
  
  
  
料

中
　

川
　

久
美

子
6回

6回
５

月
～

７
月

お
し

ご
と

チ
ャ

レ
ン

ジ
デ

ー
8部

門
町

内
在

住
の

小
学

生
1
2
2
人

1
2
2
人

－
1
2
2
人

1
3
7
人

－
無

料
（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
－

1回
1回

８
月

初
旬

町
内

在
住

の
小

学
生

2
8
人

2
8
人

－
2
8
人

2
8
人

4
0
人

無
  
  
  
  
料

村
　

田
　

智
　

穂
3回

3回
７

月
下

旬

令
和

６
年

度
広

陵
中

央
公

民
館

主
催

教
室

事
業

実
績

（3
月

末
）

町
民

が
生

涯
に

わ
た

っ
て

、
う

る
お

い
と

生
き

が
い

を
持

っ
た

充
実

し
た

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
ら

の
意

志
に

基
づ

い
て

自
分

に
適

し
た

学
習

を
自

ら
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
、

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

開
催

す
る

も
の

で
す

。

名
　

　
　

  
  

  
  

 　
　

称
対

　
象

　
者

参
加

人
数

受
講

者
数

応
募

者
数

定
員

参
　

加
　

費
　

用
講

　
　

　
　

師
現

在
の

回
数

全
回

数
期

　
　

　
間

〈
教

　
　

　
　

　
室

〉

書
道

教
室

（
中

級
）

書
道

教
室

（
初

級
）

俳
画

教
室

日
本

舞
踊

教
室

華
道

教
室

お
箏

教
室

イ
タ

リ
ア

ン
料

理
教

室

己
書

で
2
0
2
5
年

の
カ

レ
ン

ダ
ー

を
描

こ
う

新
春

を
祝

う
お

正
月

飾
り

華
や

か
な

お
正

月
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

手
作

り
パ

ン
教

室

み
そ

造
り

教
室

春
の

ア
レ

ン
ジ

メ
ン

ト

〈
講

　
　

　
　

　
座

〉

着
付

講
座

〈
子

 ど
 も

 対
 象

 事
 業

〉

子
ど

も
絵

画
教

室

夏
休

み
子

ど
も

将
棋

教
室
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町
内

在
住

の
小

学
生

6
3
人

5
人

4
人

2
1
人

2
1
人

－
無

  
  
  
  
料

畿
央

大
学

生
12

回
12

回
７

月
下

旬
～

８
月

初
旬

町
内

在
住

（小
中

学
生

以
上

）と
保

護
者

1
2
人

1
2
人

6
人

1
2
人

1
2
人

1
6
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
和

　
田

　
糀

　
店

1回
1回

４
月

親
子

で
作

る
カ

ル
ボ

ナ
ー

ラ
町

内
在

住
（小

中
学

生
以

上
）と

保
護

者
8
人

8
人

2
人

1
2
人

8
人

1
6
人

無
料

（
但

し
、

材
料

費
は

実
費

）
藪

　
田

　
啓

　
子

1回
1回

４
月

子
供

将
棋

大
会

町
内

在
住

の
小

学
生

1
1
人

1
1
人

－
1
1
人

1
5
人

2
0
人

無
  
  
  
  
料

村
　

田
　

智
　

穂
1回

1回
９

月
初

旬

6
0歳

以
上

1
5
8
人

7
9
3
人

－
－

－
－

無
料

（社
会

見
学

会
の

み
自

己
負

担
）

畿
央

大
学

教
授

峯
松

亮
　

外
5回

5回
６

月
～

３
月

制
限

な
し

6
0
人

1
2
0
人

－
1
2
0
人

無
8
0
0
人

無
  
  
  
  
料

－
2回

2回
１

１
月

1
7
8
9
人

9
0
人

5
0
2
人

4
3
6
人

1
1
0
5
人

1
2
6
回

1
2
6
回

親
子

で
作

る
み

そ
造

り
　

そ
の

他
イ

ベ
ン

ト

実
年

学
級

映
画

鑑
賞

会
　

す
み

っ
コ

ぐ
ら

し
～

と
び

だ
す

絵
本

と
ひ

み
つ

の
コ

～

中
央

公
民

館
で

夏
休

み
の

宿
題

を
し

よ
う
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 令
和

6
年

度
部

屋
別

利
用
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況

表
中

央
公

民
館

４
　

月
５

　
月

６
　

月
７

　
月
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月
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月
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０

　
月

１
１
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２
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計
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5
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1
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7
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4
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件
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3
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1
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2

3
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2

1
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4
30

9
47

3
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2
36

8
44

3
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37
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46
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3
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6

4
5
4
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2
1

5
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0
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3
,2

3
7

1
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6
8

件
13
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16
16
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1
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5
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9

1
8
1
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4

8
7
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者
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4
87

11
5

14
7
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1
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1
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1
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2
7

1
8
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1
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3
3
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6

3
9

9
7
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9
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1
9

9
1
1
0

1
1
0
9
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用

者
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43
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16
2

10
8

11
6
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4
27

0
1
9
6

4
0
4

2
0
0

1
,8

9
3

9
1
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8
4

件
27

19
34

27
22

23
23
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2
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9
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1
5
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1
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用
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42

1
22

7
37
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34

4
31
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33
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26

0
29
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4
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5
7

4
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1
5

1
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6
2

2
,2

5
3

件
17

11
26
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23
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17

1
7

2
6
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7

2
4
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1
1
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1
3
8

利
用

者
12

5
89

20
4

18
7
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1
6

2
,0

0
0
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4
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1
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5
3
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24
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17
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9
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7
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4
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0
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3

1
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用
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3
19

2
19

2
23
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4
18

3
18
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21
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2
2

1
2
1

2
7
0

2
,3

3
5

8
8
9

1
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4
6

件
4
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10

10
3
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7

7
7

1
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8

8
3
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8

5
5
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用
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20

27
42

50
12

25
43

40
36

4
1

2
6
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0

4
1
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6
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件
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19
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26
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0
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1
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3
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1
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19

6
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19
3

2,
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3
2,

30
5

2,
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2,

59
8

3
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1
0

3
,1

7
4

3
,9

4
1

3
3
,4

5
6

1
2
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4
5

2
1
,1

1
1

　
　

 令
和

6
年

度
部

屋
別

利
用

状
況

表
(貸

館
以

外
)

件
4

5
4

4
4

4
5

4
4

4
4

4
5
0

利
用

者
32

33
29

30
27

32
36

33
34

3
5

3
5

3
4

3
9
0

館
外

件
0

1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

（
見

学
・
研

修
）

利
用

者
0

14
0

12
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
6
0

.

合
計

ホ
ー

ル

多
目

的
室

工
作

室

調
理

実
習

室

大
会

議
室

４
　

月
５

　
月

６
　

月
７

　
月

８
　

月

小
会

議
室

研
修

室

和
室

（
大

）

和
室

（
小

）

茶
室

３
　

月
合

　
計

陶
芸

室

９
　

月
１

０
　

月
１

１
　

月
１

２
　

月
１

　
月

２
　

月
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利
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公
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４
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月

７
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１
０
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１
１
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２
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２
　
月

３
　
月

合
　
計

主
催

事
業

件
2

5
9

1
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1
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1
4
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・
講
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用
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3
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2
5
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1
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0
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8
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5
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2
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7
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1
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6

2
5

1
7
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2

2
9

2
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1
,0
4
5

件
2

2
2

2
2

6
5

2
1

3
2

2
3
1
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6

2
6

6
6

2
6

2
6

4
3
9

5
6

2
6

1
3

3
6

2
6

6
7
7
2

件
2
1
9

1
9
9

2
6
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2
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0
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2
1
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2
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2
6
4

2
2
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2
1
3

2
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0

2
5
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6
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2
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2
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2
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3
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2
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2
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2
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0

3
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3
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3
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育
成
ク
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学
習

体
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協
会

福
祉

関
係

合
計
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令和６年度図書館事業実績 

                           （令和７年３月３１日現在） 

 

１ 図書館資料 

  ☆図書館蔵書冊数  一般書  ２３２，８７１冊 

            児童書   ８３，５１１冊  

            合  計  ３１６，３８２冊  

  ☆視聴覚資料数 

種類 ＶＨＳ ＬＤ ＣＤ カセット ＤＶＤ 合計 

点数（点） １,０９１ ２０５ ８８２ １８４ ７０６ ３，０６８ 

  ☆電子書籍 １０，４７３点 

☆新聞     １３種類 

☆雑誌    １４１種類 

 

２ 利用登録数 

   西校区   ３，２９３ 

   東校区     ９７５ 

   北校区   １，２３６ 

   真一校区  ２，７８３ 

   真二校区  ３，９３７ 

   町内合計 １２，２２４人 

   町外合計 １０，６１８人  総登録者数 ２２，８４２人 

 

３ 業務実績 

   貸出冊数  ３８２，２９２冊   （開館日一日平均１，３５６冊) 

   電子書籍貸出回数  ４，４８８回    

   電子書籍閲覧回数 １０，３７３回     

購入冊数    ５，４４４冊   （別紙①） 

   入館者数  １７７，８２１人   （一日平均６３１人） 

   開館日数      ２８２日    

   予約件数   １４，４８１件   （内インターネット予約６，８０１件） 
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(別紙①）

分類 一般書（冊） 児童書（冊） 計（冊）

総記 102 30 132

哲学 87 27 114

歴史 277 76 353

社会科学 425 161 586

自然科学 175 167 342

技術 305 99 404

産業 118 59 177

芸術 231 119 350

言語 41 25 66

文学 326 494 820

日本の小説 737            737

絵本            935 935

紙芝居            50 50

文庫 266            266

奈良の本 6 0 6

参考図書 65 25 90

その他（大活字点字等） 14 2 16

計 3,175 2,269 5,444

ＣＤ（点） ＤＶＤ（点） 計（点）

資料数 0 17 17

令和６年度図書館資料購入冊数

図書

視聴覚資料
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令和７年度図書館事業計画 

 

１ 基 本 方 針 

 

  生涯学習施設として､文化・知識・教養・情報の拠点となる図書館であるため、次の事項を

基本方針として、これまで以上に町民等すべてが気軽に立ち寄れ、利用しやすい施設となるよ

うサービスの向上をめざします。 

 

ア  図書館資料の充実 

１）  一般図書、児童図書の収集と充実 

２）  調査研究のための参考図書の収集と整備 

３） 郷土・行政資料の収集と整備 

４）  学校支援用図書の充実 

５）  電子図書の充実 

６）  障がい者用資料の充実 

７）  外国語図書の収集    

 

イ  図書館利用の促進 

 １）  予約・リクエストへの迅速な対応 

２）  調査研究業務への適切な対応 

３）  講座・映画会などの定期開催 

 ４）  町内の保育園・幼稚園・こども園・学校との協力と連携      

 ５）  広報活動による図書等の啓発 

６）  特設図書展示コーナーの設置 

７） 電子書籍・WebOpacの利用促進 

      

 

 

２ サービスの概要 

      

  ア 館内利用 

         館内は、だれでも自由に資料等を利用することができる。 

  イ 館外利用 

・   図書館資料のうち、一部の図書資料・ＬＤ・ふるさと情報資料を除いて、 館外貸出 

を行う。 

・  図書資料の貸出は一人８冊２週間、視聴覚資料は一人２点１週間が上限である。 

なお、団体貸出は１団体１００冊まで３ケ月以内。 

ウ  予約サービス 

利用したい図書資料が貸出中の場合、予約をすることができる。一人５冊まで。 

 図書館は、予約資料を確保でき次第、予約者へ連絡をする。 

（町内在住・在学・在勤者は、インターネットでの予約が可能。） 

 エ リクエストサービス 

   利用したい図書資料が蔵書の中にない場合は、リスエストを受付し、購入若しくは他

館との相互貸借で提供をする。１人月２冊まで。（町内在住・在学・在勤者に限る。） 
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 オ レファレンスサービス 

     利用者からの読書等に関する質問・相談に対し、解決するための資料の紹介や検索を 

行う。また、そのための能力の向上に努める。 

カ コピーサービス 

         館内資料に限り、著作権法の範囲内でコピーサービスを行う。 

キ インターネット検索 

   インターネットで、図書館の蔵書検索ができる。予約や閲覧履歴の蓄積、読書推進イ

ベント等利用促進に努める。 

ク 電子図書館サービス 

電子書籍をインターネットにつないだパソコン等で検索・貸出・返却・閲覧できる。 

雑誌の読み放題パック、児童書の読み放題パックの利用を促進する。 

 

 

３ 図書館事業 

ア 子ども読書活動の推進 

   子ども読書活動推進のため、「広陵町子ども読書活動推進計画」をもとに、引き続き、

幼稚園・小学校・中学校との連携を強化する。 

イ おはなし会 

        毎週土曜日午後２時～３時の時間帯に、おはなしの部屋・視聴覚室で定期開催。 

実施者は、ボランティア４団体及び図書館司書 

ウ 出張おはなし会 

        町内の小学校・中学校・幼稚園・保育園・こども園に出向き、おはなし・本の読み聞

かせ・ブックトーク等を行う。 

エ  図書館講座の充実 

    月例図書館講座（年間５回） 

     農業入門、手話入門、頭皮肌ケア、靴下ハギレ小物製作、町の史跡・歴史 

    図書館教養講座（年間１回） 

     講談あるいはコンサート 

 オ 金曜名画劇場 

毎月第１金曜日、映画会を視聴覚室で開催。  

 カ 「子ども読書の日」における特別おはなし会、７０周年記念カルタ  

 キ 読書週間事業 

ブックリサイクルを展示コーナーで開催。（１０月） 

読書マラソン大会 

ク 読書会 

      「広陵町といえばコレ！」をテーマにして、作家とその本について話し合う。 

（年間６冊） 

    各回毎にテーマを決めて、本について紹介をするビブリオバトルに似た読書会開催。 

                               （年間４回） 

    読書会長期参加者による利用者主催での読書サークルの活動支援。 

 ケ 赤ちゃんから絵本を楽しもう 

       毎月第１・３木曜日 １０時３０分～１１時３０分の時間帯に視聴覚室で開催。 

０歳児等を持つお母さんなどに絵本等を紹介し、読み方の指導や絵本の貸出を行う。 

コ 赤ちゃん特別講座（年間１回） 
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    スクラップブッキング、音楽コンサートを予定  

サ 一日図書館員体験 

    本や図書館に親しんでもらうため、町内の小学校５・６年生の児童に、図書館の仕事 

を体験してもらう。（８月） 

シ 図書のテーマ展示 

    テーマを決め、１ヶ月間、図書を展示する。 

ス 学校との連携 

    図書館司書と学校図書館支援スタッフ及び学校図書担当教諭が集まり、図書等に関す 

る内容の意見交換を行う連絡会を開催する。より一層学校との連携を強化する。 

    システム連携により、資料を共有し、町立図書館資料の活用をすすめ児童の読書環境

をより良くする。 

具体的には、学校からの児童予約本の貸出、移管本増加、テーマパック本の開始等。 

 セ まちじゅう図書館事業 

    現在８件実施中であるが、学校図書館の地域開放による図書館サービスの拠点作りと 

ともに、地域公民館などでのまちじゅう図書館開催に向けて働きかける。  

  学校図書館の地域開放は東小、西小、北小、真美一小で週１回放課後に実施、今年

度は夏休みなどの長期休暇期間に数日間開放するなど、開放日を拡大していく。  

   

４ 施設管理 
 ア 施設管理を専門の民間業者に総合的に委託することで、施設管理・修繕において、予

防保全を行い、施設管理水準の向上を図り、業務の効率化を図る。 
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購入目標

奈良県に関する本は常に優先して購入する。

　　一般書：社会・技術・商業に関する本を重点的に購入する。

　　児童書：社会科学・自然科学の分野を重点的に購入する。

           　　 傷みのひどい基本図書を買い替える。

分類 一般書（冊） 児童書（冊） 計（冊）

総記 100 30 130

哲学 100 30 130

歴史 300 100 400

社会科学 400 120 520

自然科学 200 140 340

技術 350 80 430

産業 250 50 300

芸術 300 80 380

言語 50 30 80

文学 300 500 800

日本の小説 750            750

絵本            950 950

紙芝居            25 25

文庫 320            320

奈良の本 10 0 10

参考図書 70 15 85

計 3,500 2,150 5,650

ＣＤ（点） ＤＶＤ（点） 計（点）

資料数 15 25 40

図書

視聴覚資料

            令和７年度図書館資料購入計画

28



 



 

 

 

 

 

 

 

                                                 

                               

生涯学習マスコットキャラクター（マナビィ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


